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(Items covering the entire setion or multiple texts)
A treasury of Mahāyāna sūtras: selections from the Mahāratnakūṭa 
sūtra = 大寳積經 : translated from the Chinese by the Buddhist 
Association of the United States 

Garma C.C. Chang, general 
editor
（IASWR series）

Pennsylvania State University Press, 1983

国訳一切経　宝積部 長井真琴 大東出版社

『大宝積経』概論 月輪 賢隆 六条学報 135, 22-44 1913
『大宝積経』概論 其二 月輪 賢隆 六条学報 136, 15-28 1913
『大宝積経』概論　其三 月輪 賢隆 六条学報 139, 27-43 1913
『大宝積経』概論　其四 月輪 賢隆 六条学報 140, 30-49 1913
『大宝積経』概論　其五 月輪 賢隆 六条学報 141, 17-26 1913
『大宝積経』概論　其六 月輪 賢隆 六条学報 142, 16-28 1913
淨土眞宗義より見たる大寶積經 清原 秀惠 六条学報 145, 2-14 1913
La version tibétaine du Ratnakūṭa. Contribution à la bibliographie du 
Kanjur

Marcelle Lalou Journal Asiatique, oct.-déc., pp. 233-259. 1927

西蔵訳大宝積経の研究 - 大宝積経成立考の一節 - 櫻部 文鏡 大谷学報 11-3, 134-175 1930
提婆達多品における女人成仏について(2) : 大宝積経を中心とせる変成男
子

望月 海淑 棲神/THE SEISHIN (38), 24-48, 1965

Vajrayāna texts from Gostana Bailey H.W 密教学密教史論文集：高野山開創千百五十年記念, 
27-39

1965

大宝積経にみられる胎児発育について 杉田 暉道 横浜医学 19(1), 226-228, 1968
菩薩蔵経と宝積経 平川 彰 宗教研究 45(2), 1-25, 1971
転女成男の思想（一） 藤田 宏達 三蔵集：国訳一切経印度撰述部月報, 1-7 1975
方等 (Vaipulya) 時の仏教:『大宝積経』の立場と意義 橋本 芳契 印度學佛教學研究 25(2), 601-607 1977
Mahajjatakamala 第8章 Soma 本生-薬施捨身説話 岡田 真美子 印度學佛教學研究 40(1), 452-448 1991
大宝積経原典考 岡本 嘉之 印度學佛教學研究 40(1), 17-20 1991
宝積経における廻向 島 義厚 印度學佛教學研究 41(2), 830-834 1993
菩薩道における和--宝積経を中心に 島 義厚 日本仏教学会年報 (61), 47-60 1995
大乗修道論の系譜：『経の集成』から『大乗集菩薩学論』へ 浅野 守信 国士舘哲学7, 115-127 2003
中世禅宗典籍における『宝積経』引用について--道元・瑩山両祖の撰述を
中心にして

宮地 清彦 宗学研究 (45), 127-132 2003

『声聞地』の成立背景をめぐる一考察 : 「第一瑜伽処」とSaundaranandaの
比較を通して

阿部 貴子 智山学報 54(0), B235-B259, 2005

『伝光録』における「夢」の用例について 宮地 清彦 印度學佛教學研究 55(1), 135-140 2006
十善道と戒波羅蜜--『大宝積経』を中心として 加藤 純一郎 密教学研究 (39), 19-29 2007
中論註におけるRatnakūṭaの引用について 松本 恒爾 仏教学 52, 59-89 2010
Mahāyāna Sūtras in Khotan: Quotations in Chapter 6 of the Book of 
Zambasta (I)

Ruixuan Chen and Diego 
Loukota

Indo-Iranian Journal 61-2, 131-175 2018

Mahāyāna Sūtras in Khotan: Quotations in Chapter 6 of the Book of 
Zambasta (II)

Ruixuan Chen and Diego 
Loukota

Indo-Iranian Journal 63-3, 201-261 2020

1. 三律儀会 trisaṃvara-nirdeśa-parivarta
『大宝積経』「三律儀会」に説かれる在家菩薩 香川 真二 印度學佛教學研究 52(2), 687-689 2004

2. 無辺荘厳会 anantamukha-pariśodhana-nirdeśa-parivarta
大乗仏教における四聖諦観の一考察--『般若灯論』観聖諦品所引の経文を
中心として

古坂 紘一 印度学仏教学研究 54(1), 396-390 2005

3. 密跡金剛力士会 tathāgata-acintya-guhya-nirdeśa
大乗荘厳経論菩提品の基く諸経に就いて 西尾 京雄 大谷学報 17(2), 37-70 1936
「如来秘密経」の仏陀観 浜野 哲敬 印度学仏教学研究 36(1), p42-46, 1987
如来秘密：三密行との関わりから 生井 智紹 密教の形成と流伝 / 高野山大学密教文化研究所紀

要別冊2, 1-22
2000
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『大宝積経』「密迹金剛力士会」の一考察 山野 智恵 智山学報 50, 41-57 2001
『如来秘密経』と『勝天王般若』の対応関係について 伊久間 洋光 印度學佛教學研究 60(2), 950-946 2012
『如来秘密経』の梵文写本について 伊久間 洋光 印度學佛教學研究 61(2), 888-884 2013
如来を分別する：『如来秘密経』の仏伝をめぐって 伊久間 洋光 豊山教学大会紀要 41, 295-310 2013
金剛手の授記 : 『如来秘密経』及び『勝天王般若』を中心に 伊久間 洋光 密教学研究 (46), 75-82, 2014
『如来秘密経』梵文写本の翻刻 : 法護訳第25章 伊久間 洋光 豊山学報 (57), 108-91 2014
『勝天王般若経』の編纂過程 : 『如来秘密経』梵本との比較を中心に 伊久間 洋光 豊山教学大会紀要 (43), 302-288 2015
『如来秘密経』梵文写本の翻刻 : 法護訳第23章・第24章対応箇所 伊久間 洋光 豊山学報 (58), 88-47 2015
一字不説 : 『如来秘密経』の神変を中心に 伊久間 洋光 密教学研究 (48), 1-14 2016
『如来秘密経』における一字不説論 王 俊淇 印度學佛教學研究 65(2), 840-837 2017
『法華経』「見宝塔品」チベット訳増広箇所における並行梵文の回収 : 『如来
秘密経』からの借用とその理由

伊久間 洋光 豊山学報 (60), 120-105 2017

Lalitavistaraと『如来秘密経』の仏伝の対応関係 伊久間 洋光 印度學佛教學研究 67(1), 395-391 2018
『如来秘密経』の仏伝をめぐって：Lalitavistaraとの対応関係を中心に 伊久間 洋光 大正大学綜合佛教研究所年報 41, 333-334 2019
『如来秘密経』の研究―その成立問題と仏教史における位置付けの解明を
中心に―

伊久間 洋光 東北大学　博士学位論文 2019

『如来秘密経』梵文写本における地名と民族名のリスト――『大毘婆沙論』
における並行説話との比較

伊久間 洋光 印度學佛教學研究 68(2), 1006-1002 2020

七寺一切経における二種の不入蔵『密迹金剛力士経』について 伊久間 洋光 日本古写経研究所研究紀要, 5, 図巻頭1p,1-14 2020
『如来秘密経』の一音説法 : anu-pra√vis, pra√visの用例の検討を中心に 伊久間 洋光 密教学研究 (52), 57-71 2020

4. 浄居天子会 svapna-nirdeśa
夢中見仏について 本部 円静 印度学仏教学研究 28(1), 373-376 1979
「夢」と菩薩の行 : 特に宝積経「浄居天子会」を中心に 光川 豊藝 龍谷紀要 4(1), 147-121 1982
『禅定灯明論』漸門派章における「浄居天子会」の引用について 宮崎 泉 印度学仏教学研究 54 (2), 17-23 2006

5. 無量寿如来会 amitābha-vyūha (Only books)
大無量寿経大意 前田, 慧雲 哲学書院 1881
Sukhâvatî-vyûha : description of Sukhâvatî, the land of bliss 佛説無量
壽經梵文

F. Max Müller and Bunyiu 
Nanjio

Clarendon Press 1883

The Buddha-Karita of Asvaghosha
The Larger Sukhâvatî-vyûha ; The Smaller Sukhâvatî-vyûha ; The 
Vagrakkhedikâ ; The Larger Pragñâ-pâramitâ-hridaya-sûtra ; The 
Smaller Pragñâ-pâramitâ-hridaya-sûtra
The Amitâyur-dhyâna-sûtra

translated from the Sanskrit by 
E.B. Cowell . translated by Max 
Müller . translated by J. 
Takakusu

Oxford University Press 1894

佛説無量壽經梵文和譯支那五譯對照 ; 佛説阿彌陀經梵文和譯支那二譯
對照

南條文雄稿 無我山房 1908

無量寿経集解（大日本佛教全書 / 佛書刊行會編纂, [53]） 佛書刊行会, 1915
淨土三部經 佛教大系刊行會編 佛教大系刊行會, 1919-1929
和譯淨土三部經 : 原文對照 伊藤, 精次 日本佛教研究會 1921
淨土三部經 ; 勝鬘經 岩野眞雄著 佛教經典叢書刊行會 1921
大無量壽經の宗教 : 全 多田, 鼎 法蔵館 1925
西藏原本大無量壽經國譯 青木文教 [譯] 光壽會 1928
佛説無量壽経 ; 佛説阿弥陀経 : 藏漢和三譯對校
（西藏傳佛教聖典譯註及佛教研究, 第2輯）

寺本婉雅著 丙午出版社 1928

佛説無量壽經 ; 佛説觀無量壽經 ; 佛説阿彌陀經 ; 佛説無量壽經(眞宗所
用) ; 佛説觀無量壽經(眞宗所用) ; 佛説阿彌陀經(眞宗所用) ; 佛説彌勒上
生經 ; 佛説彌勒下生經 ; 佛説彌勒大成佛經 ; 勝鬘經 ; 百喩經 ; 雜譬喩經 
; 生經

昭和新纂國譯大藏經編輯部編, 
經典部 第2巻

東方書院 1930

大無量壽經の概要 金子大榮著 文榮堂書店 1930
淨土三部經講義 沼法量編輯 京都 : 佛教學會 : 法藏館 1930
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梵藏和英合璧淨土三部經（浄土宗全書, 別巻） 浄土宗典刊行會編 浄土宗典刊行會 1931
大無量壽経の宗義 曾我量深 [著] 東方書院 1935
大無量壽經講話 金子大榮著 金子大榮師講演集刊行會 1935-1936
阿彌陀佛の研究 矢吹慶輝著 明示書院 1937
梵文無量壽経の研究 泉芳璟著 顯眞學苑出版部 1939
大無量壽經の本義 多田鼎著 百華苑 1954
大無量寿経入門 佐々木憲徳著 百華苑 1956
暁烏敏全集 暁烏, 敏 暁烏敏全集刊行会 1956-1961
大無量寿経 : ≪他力本願≫ 石上玄一郎, 結城令聞著 法蔵館, 1957
大無量寿経の教理史的研究 池本重臣著 池本重臣著 1958
無量壽經諸異本の研究 薗田香勲著 永田文昌堂 1960
大無量寿経の成立 池本重臣著 永田文昌堂, 1963
浄土三部経と浄土論の概要 金子大栄著 文栄堂書店 1963
無量壽經 増谷文雄著 宝文館 1961
淨土三部經概説 坪井, 俊映 隆文館 1956
大無量寿経(浄土三部経 / 中村元, 早島鏡正, 紀野一義訳註 上） 岩波書店 1963
Sukhāvatīvyūha 足利, 惇氏 Hōzōkan 1965
仏典（世界古典文学全集, 第6-7巻） 中村, 元ほか 筑摩書房 1965-1966
人間の願い : 無量寿経（現代人の仏教, 6） 早島鏡正著 筑摩書房 1965
無量寿経成立攷 片山了仙著 隆文館 1967
浄土教思想研究 : 大原先生古稀記念 大原先生古稀記念論文集刊行会

編
永田文昌堂 1967

梵文和訳大無量壽經 : 極楽の讃仰 岩本裕訳 （橘女子大学研究年報, 第1輯別冊）（橘女子大学叢
書, 第1）法蔵館

1968

浄土三部経の意訳と解説 高木昭良著 永田文昌堂 1970
原始浄土思想の研究 藤田宏達著 岩波書店 1970
大無量寿経概要 高峯了州著 永田文昌堂 1970
大無量寿経序説 普賢大圓著 百華苑 1970
無量寿経の原典研究 森二郎著 ; 森二郎遺稿刊行会編 永田文昌堂 1971
浄土教の思想と文化 : 恵谷先生古稀記念 恵谷隆戒先生古稀記念会編 仏教大学 1972
梵文無量寿経試訳 藤田宏達著 東本願寺出版部 1972
三部經大意講録 ; 大无量壽經庚寅録（眞宗大系 / 眞宗典籍刊行会編, 第1
巻）

法海説 国書刊行会 1974

大無量寿経講義 宇野弘願著 山喜房佛書林 1975
どちらが真実か? : 「大無量寿経」と「法華経 佐藤哲英 [ほか] 著 永田文昌堂, 1976
浄土三部経（大乗仏典, 6） 山口益, 桜部健, 森三樹三郎訳 中央公論社 1976
浄土三部経講義 柏原祐義 名著出版 1976
Index to the Larger Sukhāvatīvyūha sūtra : a Tibetan glossary with 
Sanskrit and Chinese equivalents

Hisao Inagaki Nagata Bunshodo 1978

大無量寿経講義（曽我量深講義集, 第3巻） 曽我量深 弥生書房 1978
浄土三部経訳経史の研究 稲城選恵著 百華苑, 1978
浄土三部経索引 真宗学研究会編纂 永田文昌堂 1979
梵文和訳 無量寿経 ; 阿弥陀経 藤田宏達訳 法蔵館 1979
無量寿経講義（香月院深励著作集, 5 . 浄土三部経講義 / 香月院深励著 ; 
1）

深励 法蔵館 1980

無量寿経講話 : 仏教の中の浄土教 佐藤密雄著 山喜房仏書林 1981
浄土三部経（大乗仏典, 6）新訂版 山口益, 桜部建, 森三樹三郎訳 中央公論社 1981
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阿彌陀仏の研究　増訂版 矢吹慶輝著 臨川書店 1981
大無量寿経序説 稲城選恵著 百華苑 1982
大無量寿経の話（上・下） 金治勇 百華苑 1982-1983
浄土三部経（親鸞セミナー） 堤玄立著 法蔵館 1983
原始浄土経典 = Early Pure Land sūtr 西尾京雄 至心学社 1982
A tri-lingual glossary of the Sukhāvatīvyūha sūtras : indexes to the 
Larger and Smaller Sukhāvatīvyūha sūtras

Hisao Inagaki Nagata Bunshodo 1984

無量壽經の諸本對照研究 香川孝雄編著 永田文昌堂 1984
大無量寿経総説（金子大栄著作集 / 寺田正勝 [ほか] 編, 第11巻） 金子大栄 春秋社 1984
梵文和訳仏説無量寿経 平等通照訳著 印度学研究所 1985
梵文極楽荘厳経 (大経) : 梵文ローマ字化 （梵文和訳仏説無量寿経 / 平等
通照訳著, 下巻）

平等通照訳著 印度学研究所 1985

梵文極楽荘厳経大経和訳 : 梵文和訳註解 平等通照訳著 印度学研究所 1985
梵文無量壽經写本集成 井ノ口泰淳責任編集 ; 龍谷大学

仏教文化研究所編
法藏館 1986

真宗の根本経典 : 浄土三部経, 1 桐溪順忍 [ほか] 編集顧問 同朋舎出版 1987
無量寿経 : 永遠のいのち 玉城康四郎著 大蔵出版 1988
梵文無量寿経写本の本願文集成 : ローマ字本(付)索引例 藤田宏達編 北海道大学文学部印度哲学研究室 1988
無量寿経の研究 : 思想とその展開 大田利生著 永田文昌堂 1990
無量寿経(岩波文庫, 青(33)-306-1 . 浄土三部経 上)改訂 中村元 [ほか] 訳註 岩波書店 1990

大無量寿経講究
藤田宏達著 ; 真宗大谷派宗務所
教育部編集

真宗大谷派宗務所出版部 (東本願寺出版部) 1990

浄土三部経「仏説無量寿経」研究会 武蔵野女子大学仏教文化研究所
編

武蔵野女子大学, 1991

The Larger Sukhāvatīvyūha : romanized text of the Sanskrit 
manuscripts from Nepal

Kotatsu Fujita Sankibo Press 1992-1996

浄土教の成立史的研究 香川孝雄著 山喜房佛書林 1993
新訳大無量寿経・阿弥陀経 藤村義彰著 国書刊行会 1993
無量寿経・阿弥陀経（浄土仏教の思想 / 梶山雄一 [ほか] 責任編集, 第1
巻）

藤田宏達著 . 桜部建著 講談社 1994

Land of bliss : the paradise of the Buddha of measureless light : 
Sanskrit and Chinese versions of the Sukhāvatīvyūha sutras

introductions and English 
translations by Luis O. Gómez

University of Hawaiʿi Press , Higashi Honganji 
Shinshū Ōtani-ha

1996

The three pure land sutras : a study and translation from Chinese by Hisao Inagaki ; in 
collaboration with Harold 
Stewart

Nagata Bunshodo 1994

The larger sutra on Amitāyus : the sutra on the Buddha of infinite life 
(Taishō, volume 12, number 360)
The sutra on contemplation of Amitāyus : the sutra on visualization of 
the Buddha of infinite life (Taishō, volume 12, number 365)
The smaller sutra on Amitāyus : the sutra on Amitāyus Buddha 
(Taishō, volume 12, number 366) （BDK English Tripiṭaka, 12-2, 3, 4 . 
The three pure land sutras）

Inagaki Hisao ; in collaboration 
with Harold Stewart

Numata Center for Buddhist Translation and 
Research

1995

大無量寿経の現代的意義 早島鏡正執筆 ; 浄土真宗教学研
究所

本願寺出版社 1995

浄土三部経 : 浄土真宗聖典 : 現代語版 浄土真宗聖典編纂委員会編 本願寺出版社 1996

Amida Buddha and his pure land : three sūtras and one treatise = Jōdo 
sanbukyō to Ōjōron : eiyaku

Kenjo S Urakami 1997

無量寿経(聖典セミナー [浄土三部経 ; 1]) 稲城選恵著 本願寺出版社 1999
増訂無量寿経の研究 : 思想とその展開 大田利生著 永田文昌堂 2000
佛説無量寿経 : 梵文和訳支那五訳対照 ; 佛説阿彌陀経 : 梵文和訳支那
二訳対照（南條文雄著作選集 / 南條文雄著 ; 佐々木教悟, 長崎法潤, 木村
宣彰監修・編集, 第1巻）

南條文雄 うしお書店 2002

浄土経典 中村元 [著] 東京書籍 2003
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The three Pure Land sutras Gajin Nagao Hongwanji International Center 2003
口語訳浄土三部経 : 仏説無量寿経 仏説観無量寿経 仏説阿弥陀経 濵塚一英著 郁朋社 2004
大無量寿経講讃 武邑尚邦著 永田文昌堂 2005
無量寿経 : 漢訳五本梵本蔵訳対照 大田利生編 永田文昌堂 2005
浄土三部経の研究 藤田宏達著 岩波書店 2007
浄土三部経と七祖の教え 勧学寮編 本願寺出版社 2008
浄土三部経 : 浄土宗聖典版 浄土宗聖典刊行委員会編集 浄土宗 2009
「浄土三部経」を読む 高橋審也著 角川学芸出版 2010
浄土三部経 : 現代語訳 浄土宗総合研究所編 浄土宗 2011
浄土真宗聖典全書　三経七祖篇 教学伝道研究センター編纂 本願寺出版社 2011
浄土三部経（真宗学シリーズ） 信楽峻麿 法蔵館 2012
浄土教の十念思想 岡亮二著 法藏館 2013
浄土三部経と地獄・極楽の事典 : 信仰・歴史・文学 大角修 春秋社 2013
浄土三部経 : 原文・現代語訳・解説 浄土真宗本願寺派総合研究所教

学伝道研究室「聖典編纂担当」編
纂

本願寺出版社 2013

阿弥陀仏と極楽浄土の物語 : 「全訳」浄土三部経 大角修著 勉誠出版 2013
The three Pure Land sūtras : translated from the Jodo Shu sacred tex Karen J Mack; Jōdoshū Sōgō 

Kenkyūjo,
Jodo Shu Press 2014

The Larger and Smaller Sukhāvatīvyūha Sūtras  Kotatsu Fujita Hōzōkan 2011
梵文和訳無量寿経・阿弥陀経 藤田宏達訳 法蔵館 2015
無量寿経 阿満利麿注解 筑摩書房 2016
浄土三部経 浄土宗西山禅林寺派綜合教化セ

ンター編
浄土宗西山禅林寺派宗務所 2016

Great faith, great wisdom : practice and awakening in the Pure Land 
sutras of Mahayana Buddhism

Ratnaguna; Śraddhāpa Cambridge : Windhorse Publications 2016

梵汉对勘阿弥陀经・无量寿经 黄宝生译注 中國社会科学出版社 2016
意訳無量寿経 戸次公正訳 法藏館, 2017
浄土思想の成立と展開 大田利生編 永田文昌堂 2017
浄土三部経 : 全文現代語訳 大角修訳・解説 KADOKAWA 2018
無量寿経講述 相馬一意著 永田文昌堂 2019
初期無量寿経の研究 壬生泰紀著 法藏館 2021

6. 不動如来会 akṣobhyatathāgatasya vyūha
阿閦仏と般若波羅蜜経 加藤 智学 佛教研究 6(2), 33-42 1925
書写法行論 布施 浩岳 大崎学報 84, 33-54 1934
往生伝の始源（三） 加藤 智学 大谷学報 16(4) 31-53 1935
阿閦仏国経に於ける浄土の意義 西尾京雄 宗教研究 106, 338-344 1940
性海示現の本願 加藤 仏現 真宗学 1, 36-60 1949
初期大無量寿経の特異性 池本 重臣 真宗学 3, 69-95 1950
初期大無量寿経の特異性(第三回) 池本 重臣 真宗学 6, 52-88 1952
初期大乗に於ける本願の教義 小沢 勇貫 佛教論叢 3, 29-32 1954
浄土経典における天について 坪井 俊映 印度学仏教学研究3-1 1954
菩薩思想の起源と展開 干潟 龍祥 仏教の根本真理――仏教における根本真理の歴史

的諸形態
1959

阿閦佛の淨土の起源 芳岡 良音 印度學佛教學研究 7(2), 555-556 1959
浄土教と非神話化の問題について 池本 重臣 龍谷大学論集 372, 73-97 1962
阿閦佛と阿彌陀佛 芳岡 良音 印度學佛教學研究 10(2), 599-602 1962
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padma-symbolism in Pure Land Thought: with particular reference to 
the modes of birth

稲垣 久雄 印度学仏教学研究 13(1), 48-51 1965

阿閦仏の本願と阿弥陀仏の本願 色井 秀譲 天台学報 8, 12-19 1967
阿閦仏国経と大阿弥陀経の成立の先後 静谷 正雄 印度學佛教學研究 20(1), 84-88 1971
初期の大乗経典 勝呂 信静 大乗仏教――新しい民衆仏教の誕生 / アジア仏教

史
1973

無量寿経と初期大乗経 大田利生 真宗学 52, 38-58 1975
転女成男の思想（二） 藤田宏達 三蔵集：国訳一切経印度撰述部月報 通号 2 1975
般若経と阿閦仏信仰 岸 一英 佛教論叢 20, 143-146 1976
般若経における誓願説 岸 一英 仏教大学大学院研究紀要 5, 162-193 1977
阿閦仏国経と無量寿経 大田 利生 ( 真宗研究：真宗連合学会研究紀要 24, 11-21 1980
般若経における六波羅蜜説 妹尾 匡海 佛敎大學大學院研究紀要 8, 39-64 1980
ザンスカールにおける金剛界五仏系のマンダラについて 氏家 覚勝 密教学研究 12, 75-93 1980
La splendeur de l'inébranlable (Akṣobhyavyūha) Jean Dantinne Louvain-la-Neuve : Université catholique de 

Louvain, Institut orientaliste,
1983

本願思想と仏国土の思想 藤吉 慈海 講座・大乗仏教 5 浄土思想 1985
浄土経典における「聞」の一考察 大田 利生 真宗学 73, 33-61 1986
A Study of the Teaching Regarding the Pure Land of Aksobhya 
Buddha in Early Mahayana

Kwan, Tai-wo University of California, Los Angeles, PhD thesis 1986

阿弥陀仏の浄土--阿閦仏との比較において 大田 利生 真宗学 (75・76), p229-255, 1987
浄土教思想の諸問題(1) <般若経>との関連について 土屋 松栄 印度学仏教学研究 35-2, 83-85 1987
インド・中国・日本の仏教教団：教理と教団 平川 彰 智山学報 38, 123-152 1989
初期大乗と「阿閦仏国経」--阿閦と阿弥陀仏の願文をめぐって 光川 豊芸 龍谷大学論集 (434・435), p263-289 1989
初期仏教における廻向観 島義厚 印度学仏教学研究 38(2), 61-63 1990
浄土三部経にみられる浄土について 岩崎 智寧 印度学仏教学研究 39(1), 207-210 1990
五悔の系譜 松長 有慶 密教大系 9 257-271 1994
本願思想の源流 香川 孝雄 日本仏教学会年報 60, 1-18 1995
『阿閦佛國經』の女性の記述の背景となった常識について : 玉女宝をめぐ
る記述

長尾 佳代子 パーリ学仏教文化学 9(0), 91-102 1996

蔵漢訳『阿閦仏国経』の比較研究 (1)-第2章を中心として- 佐藤 直実 印度學佛教學研究 46(1), 437-433 1997
大乗仏教経典に見られる正定聚・不退転について 五十嵐明宝 東洋学研究 34, 25-39 1997
般若経等の書写について 清田 寂雲 天台学報 40, 1-9 1998
蔵漢訳『阿閦仏国経』比較研究 (2) -第1章を中心として- 佐藤 直実 印度學佛教學研究 47(2), 876-872 1999
正定聚不退転の研究 五十嵐, 明宝, 東洋大学、学位論文 2000
インド仏教の法滅思想I 渡辺章悟 東洋学研究 37, 79-102 2000
『阿閦仏国経』チベット語訳資料について 佐藤 直実 日本仏教学会年報 66, 35-48 2001
女の身体に認められる不利な点--ブッダになる準備をする上での障害 小林 信彦 国際文化論集 (23), 3-20, 2001
The Realm of Akṣobhya: A Missing Piece in the History of Pure Land 
Buddhism

Jan Nattier The Journal of the International Association of 
Buddhist Studies 23.1

2001

蔵漢訳『阿閦仏国経』比較研究(3) -第3章を中心として- 佐藤 直実 印度學佛教學研究 50(2), 915-912 2002
蔵漢訳『阿閦仏国経』研究 蔵漢訳『阿閦仏国経』研究 京都大学、学位論文 2003
阿閦仏国土の声聞と菩薩の修業 佐藤 直実 種智院大学研究紀要 5, 25-38 2002
小善成仏から称名・陀羅尼へ 塚本 啓祥 インド学諸思想とその周延：仏教文化学会十周年北

條賢三博士古稀記念論文集
2004

ブッダ・佛・仏 藤田 宏達 印度哲学仏教学 19, 1-34 2004
『阿閦仏国経』の研究 金子 大輔 龍谷大学大学院文学研究科紀要 (27), 190, 2005
阿閦仏信仰の諸相 佐藤 直実 日本仏教学会年報 70. 129-142 2005
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阿閦仏国経 : 他（新国訳大蔵経, 7 . 浄土部||ジョウドブ ; 3） 由木義文, 蓑輪顕量, 西本照真
校註

大蔵出版 2007

浄土教にみる共生思想 粂原 恒久 宗教研究 351, 332-334 2007
『阿閦仏国経』における菩薩道の意義 金子 大輔 印度學佛教學研究 56(1), 382-379 2007
阿閦仏国への往生 金子 大輔 龍谷大学佛教学研究室年報 (14), 1 2008
蔵漢訳「阿閦仏国経」研究 佐藤直実著 山喜房佛書林 2008
佐藤直実著『蔵漢訳『阿閦仏国経』研究』 八力 廣喜 印度哲学仏教学 23, 385-386 2008
釈尊の生母摩耶説法伝説の背景 宇治谷 顕 印度学仏教学研究 57(1), 250-253 2008
阿閦仏国経』と小品般若経の関係:阿閦仏に関する箇所を中心として 金子 大輔 印度學佛教學研究 57(2), 975-971 2009
阿閦仏国経のスピード感 佐々木 閑 印度哲学仏教学 24, 69-72 2009
『阿閦仏国経』と『維摩経』の一考察 西野 翠 印度學佛教學研究 58(1), 405-400 2009
悲華経における阿閦仏思想の形式 金子 大輔 龍谷大学大学院文学研究科紀要 31, 35-48 2009
阿閦仏国経における願の解釈 金子 大輔 印度學佛教學研究 58(2), 960-957 2010
＜悲華経＞の先行研究概観 石上 和敬 武蔵野大学仏教文化研究所紀要 26, 1-42 2010
More Missing Pieces of Early Pure Land Buddhism: New Evidence for 
Akṣobhya and Abhirati in an Early Mahayana Sutra from Gandhāra

Ingo Strauch The Eastern Buddhist
NEW SERIES, Vol. 41, No. 1 (2010), pp. 23-66 

2010

阿閦仏の研究 金子, 大輔 龍谷大学、学位論文 2011
阿閦仏の研究 金子 大輔 龍谷大学大学院文学研究科紀要 (34), 170 2012
維摩経の仏国土 西野翠 仏と浄土 / シリーズ大乗仏教 通号 5 2013
阿閦仏とその仏国土 佐藤直実 仏と浄土 / シリーズ大乗仏教 通号 5 2013
『大阿弥陀経』の構造について 壬生 泰紀 印度学仏教学研究 62 (1), 157-160 2013
現代社会における忍辱波羅蜜の実践 崔 恩英 仏教文化学会紀要 23, 37-47 2014
『阿閦仏国経』の研究 佐藤 慈明 淨土學52, 301-317 2015
記念講演 阿弥陀仏と阿閦仏の浄土 大田 利生 眞宗研究 眞宗連合學會研究紀要 62, 235-242, 2018
大乗仏教の説法者：ダルマバーナカ（Dharmabhāṇaka） 渡辺 章悟 禅研究所紀要 47, 1-34 2019
蔵漢訳『阿閦仏国経』に記される触地の様相 佐藤 直実 印度學佛教學研究 68(2), 931-926 2020

7. 被甲荘厳会 varmavyūha-nirdeś
海印三昧について 鎌田 茂雄 駒沢大学仏教学部研究紀要 (24), 35-51 1966
Instructions on the View (lta khrid) of the Two Truths: Prajñāraśmi’s 
(1518-1584) Bden gnyis gsal ba’i sgron me

DEROCHE,Marc-Henri Revisiting Tibetan Religion and Philosophy: 
Proceedings of the International Seminar of 
Young Tibetologists, Paris, 2009, 139-213 2011

8. 法界体性無分別会 dharmadhātu-prakṛti-asaṃbheda-nirdeśa
界dhātuについて 中村 瑞隆 印度学仏教学論集：金倉博士古稀記念 1966

9. 大乗十法会 daśadharmaka (Skt frags quoted in Śāntideva’s Śikṣāsamuccaya）
10. 文殊師利普門会 samantamukha-parivarta

三昧経典と文殊系経典 大南 龍昇  佛教論叢 18, 28-35 1974
The Mañjuśrī cult in Khotan Hamar, Imre Studies in Chinese Religions 

Volume 5,  343-352 
2019

11. 出現光明会 raśmi-samantamukta-nirdeśa
(None) 

12. 菩薩蔵会 bodhisattva-piṭaka (Skt frags quoted in Śāntideva’s Śikṣāsamuccaya)
金光明経『業障滅品』の成立に就て：西蔵勝友(Jinamitra)等訳本の暗示 静谷 正雄 龍谷学報328, 81-97 1940
扶南仏教考 静谷 正雄 支那仏教史学6-2, 12-37 1942
懴悔について：懴悔経と仏名経を中心として 釈舎 幸紀 龍谷大学佛教文化研究所紀要9, 85-89 1970
チベット訳「菩薩蔵経」の訳註 釈舎 幸紀 龍谷大学論集 (397), 122-145, 1971
菩薩蔵経と宝積経 平川 彰 宗教研究 45(2), 1-25, 1971
懺悔滅罪について--特に菩薩蔵経を中心として 釈舎 幸紀 仏教学研究 (30), 22-42 1973
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〈菩薩蔵経〉について -玄奘訳『大菩薩蔵経』を中心に- 高崎 直道 印度學佛教學研究 22(2), 578-586 1974
滅罪に関する研究ノート（一）（二） 釈舎 幸紀 三蔵集：国訳一切経印度撰述部月報 2 1975
The Dhyāna Chapter of the Bodhisattva-piṭaka-sūtra Pederson, Kusumita Priscilla Thesis (Ph.D.) Columbia Univ. 1976
敦煌本修習次第と混成文献 (Pt682, 825) 松下 了宗 印度學佛教學研究 38(2), 823-819 1990
『三品経』の懺悔について 藤近 恵市 印度學佛教學研究 44(1), 22-26 1995
″The Bodhisattvapiṭaka″ Pagel, Ulrich Tring, U.K.: Inst. of Budhist Studies 1995
三品悔過における宗教儀礼 藤近 恵市 宗教研究 311, 274-275 1997
『十住毘婆沙論』における罪と畏れについて 藤近 恵市 宗教研究 315, 195-196 1998
『法華経』にみる菩薩の精神 ヴォロビヨヴァ＝デシャトフスカヤ 

マルガリータ・I 著
道口 幸恵　訳

東洋学術研究 142, 20-30 1999

アフガニスタンの仏教写本 松田 和信 駒澤大學佛教學部論集 37, 27-42 2006
第五十九回　東方学会全国会員総会講演・研究発表要旨 齋藤 明 ほか 東方学 119, 198-201 2010
梵文写本研究の現状と課題 小谷 信千代 ほか共著 印度学仏教学研究 58-2, 256-257 2010
Kṣāranadīという謎の経典について 印度学仏教学研究 60(1), 124-130 2011
The Story of the Dipamkara Buddha Prophecy in Northern Buddhist 
Texts::An Attempt at Classification

MATSUMURA Junko 印度學佛教學研究 59(3), 1137-1146 2011

The Formation and Development of the Dīpaṃkara Prophecy Story MATSUMURA Junko 印度學佛教學研究 60(3), 80-89 2012
梵文『菩薩蔵経』と漢蔵訳本の関係について:――前四品，第十一品，第十
二品を中心に――

象 本 印度學佛教學研究 65(1), 325-320 2016

『菩薩蔵経』「四無量品」玄奘訳の問題点 : 四無量心と四無量波羅蜜多 象 本 仏教大学仏教学会紀要 (22), 1-16, 2017
梵文『菩薩蔵経』と漢蔵訳本 象 本 佛教大学大学院紀要. 文学研究科篇 (45), 49-64, 2017
『菩薩蔵経』「布施波羅蜜多品」に見られる施者 象 本 印度學佛教學研究 67(1), 417-412 2018
『菩薩蔵経』と『中辺分別論』 金 悛佑 仏教史学研究 61(2), 1-23 2019
Bodhisattvapiṭaka Liland, Fredrik, and Braarvig, 

Jens
 (84,000 Project) Forthcomin

g
13. 佛為阿難説（人）処胎会
ānandagarbhāvakrānti-nirdeśa

(Acording to Prof Kritzer, this is another version of the next one)

14. 入胎蔵会 āyuṣman-nanda-garbhāvakrānti-nirdeśa
胎蔵思想の発達に就いて 望月 信亨 仏教学の諸問題 700-712 1935
The Bodhisattvāvadānakalpalatā and the Ṣaḍdantāvadāna. de Jong, J.W. Buddhist Thought and Asian

civilization : Essays in Honor of Herbert V. 
Guenther on his Sixtieth Birthday, 27-38

1977

『父母恩重胎骨経』の研究 新井 慧誉 豊山教学大会紀要 23, 71-88 1995
『普曜経』における「神」の観念 河野 訓 印度学仏教学研究 51(2), 278-283 2003
Childbirth and the Mother’s Body in the Abhidharmakośabhāṣya and 
Related Texts

Robert KRITZER インド哲学佛教
思想論集: 神子上恵生教授頌寿記念論集, 1085-
1009

2004

Life in the Womb: Conception and Gestation in Buddhist Scripture and 
Classical Indian Medical
Literature.

Robert KRITZER Imagining the Fetus: the Unborn in Myth, 
Religion, and Culture, 73-90

2009

Tibetan Texts of Garbhāvakrāntisūtra: Differences and Borrowings Robert KRITZER The International Research Institute for Advanced 
Buddhology
Soka University, XV,131-145

2012

“Garbhāvakrāntau (‘In the Garbhāvakrānti’): Quotations from the 
Garbhāvakrāntisūtra in Abhidharma Literature and the Yogācārabhūmi

Robert KRITZER The Yogācārabhūmi and the Yogācāras, 738-771 2013

Meditation in an Indian Buddhist Monastic Code Bass, Jeffrey Wayne UCLA, Ph.D thesis
Affliction and Infestation in an Indian Buddhist Embryological Sutra Robert KRITZER Scripture:Canon:Text:Content: Essays Honoring 

Lewis R. Lancaster, 181-202.
2014
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Garbhāvakrāntisūtra : the sūtra on entry into the womb Robert KRITZER International Institute for Buddhist Studies of the 
International College for Postgraduate Buddhist 
Studies, 

2014

15. 文殊師利授記会 mañjuśrī-buddhakṣetra-guṇavyūha
文殊菩薩とその仏国土：「文殊師利仏土厳浄経」を中心に 光川 豊芸 佛教學研究 45/46, 1-32 1990
阿弥陀仏とその仏国土：信の行者と法の行者に関連して 光川 豊芸 龍谷大学佛教文化研究所紀要 30, 1-25 1991
古代寺院における特殊伽藍配置 森 郁夫 法明上人六百五十回御遠忌記念論文集, 215-227 1998
阿閦仏国経における願の解釈 金子 大輔 印度学仏教学研究 58 (2), 157-160 2010
文殊菩薩と阿弥陀仏〈文殊師利仏土厳浄経〉を中心に 中御門 敬教 浄土宗学研究 (32), 67-69 2005
文殊の誓願行と浄土経典：〈文殊師利仏土厳浄経〉所説の「菩薩の学処」
「大波濤誓願」「往生説」

中御門 敬教 印度学仏教学研究 62 (1), 161-166 2013

文殊菩薩の浄土経典 : 蔵訳〈文殊師利仏土厳浄経〉第一函の翻訳研究 中御門 敬教 仏教大学総合研究所紀要 (21), 141-164 2014
文殊菩薩の浄土経典：蔵訳〈文殊師利仏土厳浄経〉第二函の和訳研究 中御門 敬教 佛教文化研究 58, 23-45 2014
文殊菩薩の浄土経典：蔵訳＜文殊師利仏土厳浄経＞ 第三函の和訳研究 中御門 敬教 仏教学部論集 98,55-77 2014
文殊菩薩の浄土経典：蔵訳〈文殊師利仏土厳浄経〉第四函の和訳研究（上) 中御門 敬教 佛教大学仏教学会紀要 19, 55-77 2014
文殊菩薩の浄土経典：蔵訳＜文殊師利仏土厳浄経＞第四函の和訳研究
（下）

中御門 敬教 仏教学部論集 99, 55-70 2015

16. 菩薩見実会 pitāputra-samāgamana Skt frags quoted in Śāntideva’s Śikṣāsamuccaya
マハーヴァストゥ・アヴァダーナに表題のみ見せる長爪経の周辺 湯山 明 インド哲学仏教思想論集：神子上恵生教授頌寿記念

論集, 3-13
2004

17. 富樓那会 pūrṇa-paripṛcchā
初期大乗と「正法久住」--とくに「富楼那会」と「仏蔵経」を中心に 光川 豊芸 仏教学研究 (44), p1-25 1988

18. 護国菩薩会 rāṣṭrapāla-paripṛcchā (Skt frags quoted in Śāntideva’s Śikṣāsamuccaya)
Rāṣṭrapālaparipṛcchā, Sūtra de Mahāyāna Finot, Louis St. Petersburg: Acad«5rnie Irnperiale des 

Sciences, xvii, 69 p. (BiblBuddhica 2) 
1901

The Question of Rāṣṭrapāla Ensink, Jacob Zwolle: Van de Erven J. J. 1952
The Decay of the Doctrine Thomas, Edward Joseph Perfection, p. 67-71 1952
Rāṣṭrapāla-pariprcchā Ensink, Jacob De Grote Weg naar het Licht, p. 27-33 Ansterdam 1955
″Rāṣṭrapālapariprcchā″ Vaidya, Parasnuram Laksman Mahayana-sutra-saṁgraha, part I. Darbhanga: 

Mithila Institute
1961

Rāṣṭrapālaparipṛcchāの成立について 村上 真完 印度学仏教学研究 17(2), 195-198 1969
Pūrvayoga (過去の因縁)：大乗経典における過去世物語に関連して 村上 真完 密教文化 95, 32-60 1971
護国所問経(Rāṣṭrapālaparipṛcchā)の漢訳三本について 岡本 嘉之 印度学仏教学研究 23 (1), 154-155 1974
護国所問経訳注(一) 岡本 嘉之 東洋学研究 14, 69-77 1980
Rāṣṭrapālaparipṛcchā中の釈尊前世50話 岡田 真美子 我の思想：前田専学先生還暦記念 1991
竜本生(1)救虫捨身譚：RP[33]話の新出並行話 岡田 真美子 印度学仏教学研究 41(1), 73-77 1992
薬施捨身説話(3)薬用人肉食の問題：Rāṣṭrapālaparipṛcchā前生話第29の
並行話

岡田 真美子 印度学仏教学研究 42(1), 40-44 1993

捨身と生命倫理 岡田 真美子 印度学仏教学研究 48(2), 153-158 2000
The Textual History of the Rāṣṭrapālaparipṛcchā: Note on its Third-
Century Chinese Translation

BOUCHER Daniel Annual Report of The International Research 
Institute for Advanced Buddhology at Soka 
University 4, 93-116

2001

″The Questions of Rāṣṭrapāla″ BOUCHER Daniel Bodhisattvas of the Forest and the Formation of 
the Mahayana: A Study and Translation of the 
Rastrapalapariprccha-sutra

2008

Bodhisattvas of the Forest and the Formation of the Mahayana: A 
Study and Translation of the Rastrapalapariprccha-sutra
Citation metadata

Alexander Wynne Journal of Buddhist Ethics(Vol. 18) 2011

19. 郁伽長者会 gṛhapati-ugra-paripṛcchā (Skt frags quoted in Śāntideva’s Śikṣāsamuccaya)

郁伽長者經にあらわれた菩薩の宗教生活 望月 良晃 印度學佛教學研究 12(2), 598-599 1964
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初期大乗仏教における菩薩の宗教生活：郁伽長者経を中心として 望月 良晃 大崎学報 121, 88-89 1966

十住毘婆沙論における在家菩薩の性格--郁伽長者経の関係を中心として 釈舎 幸紀 竜谷大学仏教文化研究所紀要 (6), 86-90 1967
十住毘婆舎論に引用される二つの所問経 釈舎 幸紀 龍谷大学佛教文化研究所紀要 7, 100-104 1968

大乗諸経論にあらわれた阿蘭若住の問題 望月 良晃 大崎学報 124, 66-93 1969

訳経史研究序説：竺法護の訳経について 岡部 和雄 曹洞宗研究員研究生研究紀要 2, 31-42 1970

「大乗本生心地観経」の成立について 頼富 本宏 密教学研究 8, 15-31 1976
The Ugrapariprcchā, the Mahāratnakūṭa-sūtra, and Early Mahāyāna 
Buddhism

Schuster, Nancy Joann Thesis (Ph.D.) Univ. of Toronto, 2 vols. 1976

般舟三昧経における戒について 本部 円静 印度学仏教学研究 27(2), 225-228 1979

五悔の原始型としての三品経：五悔の形成に関する考察（一） 塩入 良道 天台学報 21, 40-46 1979

梵文三品経について 木村 高尉 大正大学綜合佛教研究所年報 2, 27-42 1980
The Bodhisattva Figure in the 'Ugraparipṛcchā' Schuster, Nancy Joann New Paths in Buddhist Research 1985
菩薩戒と大乗仏教教団 森 章司 大乗菩薩の世界：金岡秀友博士還暦記念論文集 1987

大乗仏教の成立 平川 彰 浄土 / 親鸞大系, 41-59 1988

教団の原型 平川 彰 法華学報 4, 71-79 1992
懺悔の系譜 松長 宥慶 興教大師覚鑁研究：興教大師八百五十年御遠忌記

念論集
1992

『郁伽長者所問経』にみえる菩薩たち 杉本 卓洲 印度哲学仏教学 8, 84-104 1993

『郁伽長者所問経』にみる菩薩たち 杉本 卓洲 宗教研究 299, 212-21 1994
中国初期仏教における衆生義 塩入 法道 仏教文化の展開：大久保良順先生傘寿記念論文集 1994

『十住毘婆沙論』における『郁伽長者所問経』引用の意義
八力 広喜 北海道武蔵女子短期大学紀要 = Memoirs ((26)), 

89-115
1994

大乗仏教在家起源説の問題点 佐々木 閑 花園大学文学部研究紀要 27, 29-62 1995

安世高の仏教について 田中 純男 豊山教学大会紀要23, 111-121 1995

『大乗決定王経』について 八力 広喜 印度哲学仏教学 10, 183-192 1995

初期大乗経典におけるボサツ 八力 広喜 印度学仏教学研究 44(2), 18-23 1996

初期大乗仏教における和平：マーラの誘い 八力 広喜 日本仏教学会年報 61, 35-46 1996
有部教団と仏塔および仏像崇拝 杉本 卓洲 インド思想と仏教文化：今西順吉教授還暦記念論集 1996
『Ratnarāśi sūtra(大宝積経・宝梁聚会)』に見える仏教教団の構成 許 一系 論集 24, 17-31 1997
在寺・法顕 平井 宥慶 日本仏教学会年報 63, 15-29 1998
悪業払拭の儀式関連経典雑考(IX) 袴谷 憲昭 駒沢短期大学研究紀要 27, 173-222 1999
『郁伽長者所問経』における五戒 香川 真二 印度学仏教学研究 48(2), 318-320 2000
初期大乗の仏教教団の研究 許, 一系 東北大学、博士論文 2001
法華経の成立と構造に関する試論：林住者と僧院住者という視点を中心と
して

岡田 行弘 法華経の思想と展開：法華経研究 13 2001

数数見擯出をめぐって 石田 智宏 法華経の思想と展開：法華経研究 13 2001
梵行を修する在家信者 香川 真二 龍谷大学大学院文学研究科紀要23, 1-6 2001
『郁伽長者所問経』に説かれる在家の意義 香川 真二 印度学仏教学研究 50(2)159-161 2002
『郁伽長者所問経』における在家・出家の交渉：律蔵の記述と対照して 香川 真二 佛教學研究 57, 77-102 2002
Miscellaneous notes on Middle Indic words 辛嶋 静志 Annual Report of The International Research 

Institute for Advanced Buddhology at Soka 
University 5, 147-15

2002

The “Eleven Precepts” for Laity in the Ugraparipṛcchā-sūtra Nattier Jan 初期仏教からアビダルマへ：桜部建博士喜寿記念論
集

2002

在家信者の不婬 香川 真二 宗教研究335, 199-200 2003
大乗修道論の系譜：『経の集成』から『大乗集菩薩学論』へ 浅野 守信 国士舘哲学 7, 115-127 2003
出家者に対する在家菩薩の役割：『郁伽長者所問経』を中心として 香川 真二 印度学仏教学研究 51(2), 176-178 2003
The Enquiry of Ugra Nattier, Jan  _A Few Good Men_ Honolulu: Univ. Hawai'i Pr. 2003
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菩薩の仏教:ジャン・ナティエ著『ア・フュー・グッド・メン』に寄せて 法華文化研究 30, 1-18 2004
『大宝積経』「三律儀会」に説かれる在家菩薩 香川 真二 印度学仏教学研究 52(2), 193-195 2004
出家者闘諍における在家者の役割：大乗仏教起源に関わる一考察 香川 真二 宗学院論集 77, 1-24 2005
『十住毘婆沙論』における共行法と『郁伽長者経』 小澤 憲珠 浄土教の思想と歴史：丸山博正教授古稀記念論集, 

473-502
2005

ブッダに称賛される在家声聞 福田 琢 パーリ学仏教文化学 20, 23-40 2006
Review: About Ugra and His Friends: A Recent Contribution on Early 
Mahāyāna Buddhism. A Review Article

Ulrich Pagel Journal of the Royal Asiatic Society
Third Series, Vol. 16, No. 1 (Apr., 2006), pp. 73-
82

2006

初期大乗経典における出家菩薩の戒 香川 真二 印度学仏教学研究 55(2), 16-21 2007
阿蘭若処に住する出家菩薩 香川 真二 印度学仏教学研究 56(1), 223-228 2007
『文殊問経』の成立と受容 伊藤 進傳 日本仏教学会年報 77,39-62 2012
『文殊問経』の成立と受容 伊藤 進傳 経典の成立と展開受容 / 経典とは何か 2012
『郁伽長者所問経』における諸問題 香川 真二 親鸞と人間：光華会宗教研究論集 4 2013
The Sutra Petitioned by the Householder Uncouth Tony Duff and Tamas Agocs Kathmandu: Padma Karpo Translation Committee 2014
大乗経典の出現と浄土思想の誕生：エクリチュール論の視座から 下田 正弘 仏教的伝統と人間の生――親鸞思想研究への視座 2014
初期大乗仏教の信仰形態 藤近 恵市 大乗仏教と浄土教：小澤憲珠名誉教授頌寿記念論

集
2015

初期大乗経典にみれらる菩薩像―『郁伽長者所問経』を中心として― 堀江 正教 大学院年報 Annual Report of the Graduate 
School of Humanities and Sociology Rissho 
University (34), 69-87

2017

十住毘婆沙論における在家菩薩 伊藤 進傳 天台学報 61, 73-83 2019
20. 無尽伏蔵会 vidyutprāpta-paripṛcchā

(None) 
21. 授幻師跋陀羅記会 bhadramāyākāra-vyākaraṇa

Bhadramāyākāravyākaraṇa Regamey, Konstanty Warsaw: Towarzystwo Naukowe Warszawskie, 
135 p

1938

22. 大神変会 mahāprātihārya-nirdeśa
宝積経 「大神変会」 の研究 : 三種神変と菩薩の行について 光川 豊藝 龍谷紀要 7(1), 163-179 1985

23. 摩訶迦葉会 maitreya-mahāsiṃhanāda
「大乗涅槃経」と「宝積経・摩訶迦葉会」--仏塔信仰の否定 下田 正弘 東方学 (82), p129-118, 1991
布施の変容について 加藤 純一郎 インド哲学仏教学研究 9, 41-52 2002
「摩訶迦葉会」に見られる訳語上の問題 加藤 純一郎 大正大学綜合佛教研究所年報 30, 275-275 2008

24. 優波離会 vinayaviniścaya-upāli-paripṛcchā Skt frags quoted in Śāntideva’s Śikṣāsamuccaya
中国仏教における仏名経の性格とその源流 塩入 良道 東洋文化研究所紀要 42, 221-320 1966
菩薩善戒経について 沖本 克己 印度学仏教学研究 22(1), 373-378 1973
Vinaya-viniścaya-Upāli-Paripṛcchā. Enquete d'Upāli pour une exśgese 
de la Discipline

Python, Pierre Paris: Adrien Maisonneuve, xxiii, 223 p. 
(Collection Jean Przyluski 5)

1973

″Ein uighurisches Blockdruckfragment der Berliner Turfan-Sammlung″ Hazai, Georg Altorientalische Forschungen 4:231-234 1976
Review: Vinaya-viniścaya-Upāli-paripṛcchā [= Collection Jean 
Przyluski, tome V] by Pierre Python

J. W. DE JONG Indo-Iranian Journal
Vol. 19, No. 1/2 (MAY/JUNE 1977), pp. 131-135

1977

チベット訳『三種の懺願』について 釈舎 幸紀 日本西蔵学会々報 23, 1-5 1977
ツォンカパ教学における戒律（その序説）：菩薩戒を中心として 釈舎 幸紀 戒律思想の研究、233-264 1981
Prajñaśrī とウイグル語Upāliparipṛcchā 百済 康義 日本仏教学会年報 50: 67-89. 1985
布施の変容について 加藤 純一郎 インド哲学仏教学研究 9, 41-52 2002
小南海中窟と滅罪の思想：僧稠周辺における実践行と『涅槃経』『観無量寿
経』の解釈を中心に

稲本 泰生 鹿園雑集：奈良国立博物館研究紀要4, 1-44 2002

大乗修道論の系譜：『経の集成』から『大乗集菩薩学論』へ 浅野 守信 国士舘哲学7, 115-127 2003



Reference for the dKon brtsegs (Ratnakūṭa) Section 

12

Texts title Title authors/ediors/traslators publisher/journals year

〈ウパーリ所問経〉に説かれた「三十五仏悔過」
-イェシェー・ギェルツェン著『菩薩堕罪懺悔註』の和訳と研究

藤仲 孝司・中御門 敬教 [訳] Acta Tibetica et Buddhica 4, 155-198 2011

『大宝積経』における死生観の研究 : チベット語訳〈優波離所問経〉和訳研
究(1)

中御門 敬教 [訳] 共生文化研究 = Tomoiki cultural studies 1, 15-40, 2016

『大宝積経』における死生観の研究 : チベット語訳〈優波離所問経〉和訳研
究(2) 

中御門 敬教 [訳] 共生文化研究 = Tomoiki cultural studies 2, 133-
153

2017

『大宝積経』における死生観の研究 : チベット語訳〈優波離所問経〉和訳研
究(3)

中御門 敬教 [訳] 共生文化研究 = Tomoiki cultural studies 3, 79-95, 2018

『大宝積経』における死生観の研究 : チベット語訳〈優波離所問経〉和訳研
究(4)

中御門 敬教 [訳] 共生文化研究 = Tomoiki cultural studies 4, 55-67, 2019

《菩薩地持經》與《菩薩善戒經》詞彙比較研究 曾, 昱夫 臺灣學生書局 2019
25. 発勝志楽会 adhyāśaya-sañcodana (Skt frags quoted in Śāntideva’s Śikṣāsamuccaya)

″Das Wort des Buddhas″ Winternitz, Moritz Der Mahāyāna-Buddhismus nach Sanskrit- und 
Prakrittexten_ Tubingen: Verlag von J.C.B.Mohr, 
p. 18-19

1930

十念の研究 岡 亮二 顕真学苑論集51, 28-50 1959
The Giving Rise of the Ten Kinds of Mind of the Bodhisattva Saddhāloka, Bhikkhu 1973
Einige Bemerkungen zur Zitierweise des rDo rje theg pa'i mtha' gñis 
sel ba

久間 泰賢 印度學佛教學研究 57(3), 1261-1267 2009

養鸕徹定の著作より見る袋中蒐集一切経とその来歴 三宅 徹誠 佛教論叢 54, 253-263 2010
浄土教における念仏思想の展開：中国浄土教を中心として 山﨑 真純 龍谷大学大学院文学研究科紀要 32, 63-77 2010

26. 善臂菩薩会 subāhu-paripṛcchā
地論文献における『本業瓔珞経疏』: （Stein no.2748）の位置 李 相旼 著・佐藤 厚　訳 東アジア仏教学術論集 7, 85-114 2019

27. 善順菩薩会 surata-paripṛcchā
初期大乗経典における菩薩 相馬 一意 印度学仏教学研究 30(2), 366-369 1982
白延訳『須頼経』の偈と覓歴の高声梵唄 齊藤 隆信 印度學佛教學研究 57(1), 523-517 2008

28. 勤授長者会 vīradatta-gṛhapati-paripṛcchā (Skt frags quoted in Śāntideva’s Śikṣāsamuccaya)
Diplomatic Edition of the Dunhuang Tibetan Version of the 
Vīradattaparipṛcchā

Apple James B. 創価大学国際仏教学高等研究所年報 23, 89-115 2020

29. 優陀延王会 udayana-vatsarāja-paripṛcchā (Skt frags quoted in Śāntideva’s Śikṣāsamuccaya)
仏教における「折伏」について 高田 仁覚 密教文化 43/44, 12-31 1959
The Tale of King Udayana of Vatsu Paul, Diana Mary Women in Buddhism, p. 27-50 Berkeley: Asian 

Humanities Press
1979

Dhammapada-atthakatha にみられる Udena 王物語 田辺 和子 印度学仏教学研究30 巻 2 号 p. 971-964 1982
悪女マーガンディヤーの物語: Udenavatthu（ウデーナ王物語）とその類話
をめぐって

山口 周子 パーリ学仏教文化学 30(0), 19-43 2016

後宮の聖女と悪女:Udena 王妃たちの物語が説く教え 山口 周子 パーリ学仏教文化学 31(0), 89-109, 2017
30. 妙慧童女会 sumatidārikā-paripṛcchā

佛敎による兒童敎育の原理 竹内 道説 駒沢大学仏教学会年報 5-2, 102-119 1934
須摩提菩薩経について 金倉 円照 大崎学報 125/126, 223-248 1970
唐善導の至誠心について 水谷 幸正 鷹陵史学 3, 339-370 1977
″Questions Concerning the Daughter Sumati″ Paul, Diana Mary Women in Buddhism, p. 201-211 Berkeley: Asian 

Humanities Press
1979

大乗経典と真実語(satyavacana) 若原 雄昭 宗教研究 283, 132-133 1990
一仏乗のもとに : 法華経による諸神の包容 高橋 堯昭 棲神 : 研究紀要/THE SEISHIN : The Journal of 

Nichiren and Buddhist Studies (66), 7-32
1994

「変成男子」物語をめぐる性意識 小田嶋 利江 論集 22, 19-34 1995
阿閦仏国経における願の解釈 金子 大輔 印度学仏教学研究 58(2), 157-160 2010

31. 恒河上優婆夷会 gaṅgottarā-paripṛcchā
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Buddhism and Women Alice Collett The Oxford Handbook of Buddhist Ethics, 
Chapter 6

2018

32. 無畏德菩薩会 aśokadatta-vyākaraṇa
大宝積経「無畏徳菩薩会」について: 特に「無垢施菩薩応弁会」との対比を
通しと

光川 豊芸 佛教學研究 27, 1-25 1981

33. 無垢施菩薩応弁会 vimaladattā-paripṛcchā
五悔の原始型としての三品経: 五悔の原始型としての三品経 塩入 良道 天台学報 21, 40-46 1979
大宝積経「無垢施菩薩応弁会」: 特に仏弟子とかの女との対論を通して 光川 豊芸 龍谷紀要 2(1), 149-174 1980
大宝積経「無畏徳菩薩会」について: 特に「無垢施菩薩応弁会」との対比を
通しと

光川 豊芸 佛教學研究 27, 1-25 1981

毘目智仙・瞿曇般若流支の訳経に関して 華房 光寿 印度学仏教学研究 39(2), 93-95 1991
阿閦仏国経における願の解釈 金子 大輔 印度学仏教学研究 58(2), 157-160 2010

34. 功徳寶花敷菩薩会 guṇaratna-saṃkusumita-paripṛcchā
(None) 

35. 善徳天子会 acintya-buddhaviṣaya-nirdeśa (Peking. Imperial Palace; STP 1.98)
文殊師利所説不思議佛境界經 蓮澤成淳 国訳一切経　宝積部7
非思量の解釈について: 非思量考一 伊藤 俊彦 宗学研究 5, 84-91 1963
訳語としての阿弥陀仏の「浄土」 柴田 泰 印度哲学仏教学 7, 185-204 1992
″The Inconceivable Region of the Tathagata″ Lok To, Dharma Master Three Sutras on Complete Enlightenment_ New 

York: Sutra Translation Committee of the U.S. 
and Canada, pp. 30-45

1995

魔波旬と文殊菩薩による破魔: 『仏説魔逆経』を中心にして 光川 豊芸 龍谷大学論集 455, 83-118 2000
36. 善住意天子会 susthitamati-devaputra-paripṛcchā

毘目智仙・瞿曇般若流支の訳経に関して 華房 光寿 印度学仏教学研究 39(2), 93-95 1991
「如幻三昧」とその周辺 光川 豊芸 佛教學研究 50, 31-63 1994
如幻三昧と弥陀三尊 大南 龍昇 浄土宗学研究 22, 149-175 1996
魔波旬と文殊菩薩による破魔: 『仏説魔逆経』を中心にして 光川 豊芸 龍谷大学論集 455, 83-118 2000

37. 阿闍世王太子会 siṃha-paripṛcchā (Skt frags quoted in Śāntideva’s Śikṣāsamuccaya)
大阿弥陀経疑点若干 色井 秀譲 印度学仏教学研究 24(2), 77-82 1976
ブッダの形相の思想的解明：三十二相・八十種好と波羅蜜の関係を中心に 金 順子 大正大学綜合佛教研究所年報 40, 478 2018

38. 大乗方便会 sarvabuddha-mahārahasyopāyakauśalya-jñānottara-bodhisattva-paripṛcchā-parivarta
提婆達多品における女人成仏について（2）：大宝積経を中心とせる変成男
子

望月 海淑 棲神 38, 24-48 1965

吐峪溝出土の大乗方便経断簡考 小田 義久 龍谷大学佛教文化研究所紀要 14, 16-30 1975
提婆達多伝承と大乗経典 五島 清隆 仏教史学研究 28(2), 51-69 1986
菩薩戒と大乗仏教教団 森 章司 大乗菩薩の世界：金岡秀友博士還暦記念論文集 

25-46
1987

＜菩薩地戒品＞に説かれる「殺生」について 藤田 光寛 密教文化 191, 152-136 1995
竺法護訳経における述作について 河野 訓 印度学仏教学研究 44(2), 53-58 1996
善巧方便と智慧: 『中観心論』第十章「一切智品」にもとづく考察 川崎 信定 アビダルマ仏教とインド思想：加藤純章博士還暦記

念論集 237-250
2000

大乗修道論の系譜: 『経の集成』から『大乗集菩薩学論』へ 浅野 守信 国士舘哲学 7, 115-127 2003
業縛の生死観との戦い: 大乗方便経はいかに釈尊の悪業の伝承を変えた
か

岡野 潔 日本仏教学会年報 75, 53-67 2010

39. 賢護長者会 bhadrapāla-śreṣṭhi-paripṛcchā
″The Teaching in Seventeen Chapters For Great Being Bhadrapala″ Lok To, Dharma Master Three Sutras on Complete Enlightenment_ New 

York: Sutra Translation Committee of the U.S. 
and Canada, pp. 48-108

1995

大宝積経第39「賢護長者会」における識について 神田 一世 印度学仏教学研究 45(1), 140-143 1996
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40. 浄信童女会 dārikā-vimalaśraddhā-paripṛcchā
(None) 

41. 弥勒菩薩問八法会 maitreya-paripṛcchā
42. 弥勒菩薩所問会 maitreya-paripṛcchā

弥勒信仰の経過と弘法大師兜率往生の伝について 干潟 龍祥 密教学研究 5, 1-18 1973
大品般若経（羅什訳）における「大乗」と「摩訶衍」について 森山 清徹 佛教論叢 18, 144-147 1974
竺法護訳『弥勒所問本願経』について 柴田 泰山 三康文化研究所年報 44, 155-176 2013
An Authoritative Statement Petitioned by Noble Maitreya Tony Duff and Tamas Agocs Maitreya’s Sutras and Prayer_ Kathmandu: 

Padma Karpo Translation Committee
2014

43. 普明菩薩会 kāśyapa-parivarta
Bibliographical Remarks Bearing on the Kasyapa-parivarta Bhikkhu Pasadika Buddhist Studies Review, v.8 n.1-2, 59-70 1991
″Mahāratnakūṭadharmaparyāye Kāśyapaparivartaḥ″ Manning, Charlotte Speir IzvAN ser. 6 vol. 3:739 f. 1909
″Some Buddhist Fragments from Chinese Turkestan in Sanskrit and 
Khotanese″

Mannerheim, Carl Gustaf Emit JSFO 30:1-37; repr. in Mannerheim, Across Asia 
from West to East in 1906-1908 II, Helsinki, 1940 
(SFO TravEthnog 8[2])

1913-1918

Kāçyapaparivarta: A Mahāyānasūtra of the Ratnakūṭa Class Stael-Holstein, Alexander von Peking: Meicho-Fukyū-Kai; reprinted 1977 
Shanghai: Commercial Press, xxvi, 234 p.

1926

古品大宝積経(Kāśyapa-parivarta)に就て 月輪 賢隆 仏教学の諸問題、849-869 1935
迦葉禁戒経の研究 大野 法道 仏教学の諸問題、567-580 1935
″Saiki Shutsudo Bukkyo Bonpon to sono Seiten Shironjo Chiijo. Daiho 
Snakkyo to Zdagonkyd no Genten I″

Kuno, Horyū Bukkyo Kenkyū 2[2]:71-110 1938

十住毘婆沙論に於けるKāśyapaparivartaの引用について 長谷岡 一也 印度学仏教学研究 2(2), 200-203 1954
″Vnov' najdennye Kāśyapaparivarty″ Vorob'ev-Desjatovskij, V. S. Rocznik Orientalistyczny (Polska Akademia 

Nauk) 21: 491-500
1957

機根名義攷 水谷 幸正 佛教文化研究 8, 41-48 1959
The Thirty-Two Instructions in the Kāśyapaparivarta Yoshimura Shuki 印度学仏教学論集：金倉博士古稀記念 55-71 1966
ホルスタイン本　大宝積経迦葉品の紹介 市野 善照 仏教学浄土学研究室報 (1), 2-3 1969
般若経と六波羅蜜経 平川 彰 印度学仏教学研究 19(2), 95-103 1971
如来蔵としての法蔵菩薩 平川 彰 浄土教の思想と文化：恵谷隆戒先生古稀記念 1972
大乗涅槃経にもられた諸部派の思想 河村 孝照 宗教研究 210, 140-142 1972
入楞伽経に見られる引用文について 谷川 泰教 印度学仏教学研究 21(2), 156-157 1973
『大宝積経論(カーシャパの章の註釈)』: 「カーシャパの章」の序に対する註
釈までの試訳

佐々木 雅敏 駒沢大学大学院仏教学研究会年報 8, 71-82 1974

『迦葉品』の諸本と『大宝積経』成立の問題 長尾 雅人 鈴木学術財団研究年報 10, 13-25 1974
迦葉品における発心について 田上 太秀 田上 太秀 226, 177-178 1976
″Sanskrit Fragments of the Kāśyapa-parivarta″ Jong, Jan Willem de Waldschmidt Festschrift (80), p. 247-255 1977
Bodhicittaの訳語と用語例 田上 太秀 駒沢大学仏教学部論集 9, 143-160 1978
遺日摩尼経について 相馬 一意 印度学仏教学研究 27(1), 164-165 1978
大宝積経迦葉品における菩薩 相馬 一意 佛教學研究 35, 28-46 1979
″Kāśyapaparivarta, 151-153″ Waldschmidt, Ernst Sanskrit-handschriften aus der Turfanfunden. 

(Verzeichnis der orientalischen Handschriften in 
Deutschland 10[l-4]) Wiesbaden. Teil IV:374,p.
280

1980

提婆達多伝承と大乗経典 五島 清隆 仏教史学研究 28(2), 51-69 1986
『梵天所問経』解題 五島 清隆 密教文化 161, 49-62 1988
『十住毘婆沙論』における『迦葉品』の引用 八力 広喜 印度哲学仏教学 3, 117-128 1988
法と縁起 平川 彰 法華学報 2, 80-84 1990
田上太秀著『菩提心の研究』 鈴木 広隆 印度哲学仏教学 6, 377-378 1991
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大宝積経原典考 岡本 嘉之 印度学仏教学研究 40(1) 17-20 1991
大乗と小乗 平川 彰 法華学報 3, 83-89 1991
宝積経における廻向 島 義厚 印度学仏教学研究 41(2), 290-294 1993
『大宝積経論』の注釈形態 上田 愉美子 龍谷大学大学院研究紀要 16, 17-35 1995
『大宝積経論』の経典解釈をめぐって 上田 愉美子 宗教研究 303, 243-244 1995
初期大乗経典におけるボサツ 八力 広喜 印度學佛教學研究 44(2), 512-517 1996
初期大乗仏教における和平: マーラの誘い 八力 広喜 日本仏教学会年報 61, 35-46 1996
菩薩道における和: 宝積経を中心に 島 義厚 日本仏教学会年報 61, 47-60 1996
『中辺分別論』における空性思想 吉田 暁正 大谷大学大学院研究紀要 13, 21-38 1996
Nirvikalpapraveśa再考 松田 和信 印度学仏教学研究 45(1), 154-160 1996
四種沙門について 上田 愉美子 宗教研究 311, 257-258 1997
四種沙門をめぐって--『Kasyapa parivarta』 § 121~ 133 に対する 『大宝積
経論』 略釈・広釈の解釈の違い

上田 愉美子 佛教學研究 53, 28-56 1997

ディーパンカラシュリージュニャーナの『菩提道灯論細疏』和訳(2) 望月 海慧 大崎学報 155, 25-62 1999
The Middle Path According to the Kāśyapaparivarta-sūtra Kawamura Leslie Wisdom, Compassion, and the Search for 

Understanding: The Buddhist Studies Legacy of 
Gadjin M.Nagao, 221-232

2000

Some features of the language of the Kāśyapaparivarta Seishi Karashima Annual Report of The International Research 
Institute for Advanced Buddhology at Soka 
University, 5, 43-66

2002

不二・即思想の展開 宮沢 勘次 印度学仏教学研究 51(1) 2002
The Kāśyapaparivarta: Romanized Text and Facsimiles Vorobyova-Desyatovskaya, M.

I. in collaboration with 辛嶋静志 
[ KARASHIMA Seishi ] and 工
藤 順之 [ KUDO Noriyuki ]

東京 [ Tokyo ]: The International Research 
Institute for Advanced Buddhology (IRIAB), Soka 
University [ Bibliotheca philologica et philosophica 
buddhica ; v. 5. ]

2002

Sanskrit Fragments of the Kāśyapaparivarta and the 
Pañcapāramitānirdeśa in the Mannerheim Collection

Seishi Karashima Annual Report of The International Research 
Institute for Advanced Buddhology at Soka 
University 7, 105-118

2004

見仏性と顕仏性 伊東 恵深 真宗教学研究 26, 178-180 2005
大乗の諸経論に見られる大乗仏説論の系譜: II.『迦葉品』：仏陀の説法とそ
の理解

藤田 祥道 佛教學研究 60/61, 44-65 2006

Kāśyapaparivarta Braarvig, Jens Bibliotheca Polyglotta https://www2.hf.uio.
no/polyglotta/index.php?
page=volume&bid=2&vid=21&entity=21&kid=21

2007

Some Buddhist Sanskrit Fragments from the Collection of the St. 
Petersburg Branch of the Institute of Oriental Studies of the Russian 
Academy of Sciences (1)

Vorobyova-Desyatovskaya 
Margarita I., Seishi Karashim

Annual Report of The International Research 
Institute for Advanced Buddhology at Soka 
University 10, 45-56

2007

[Kāśyapaparivarta] 辛嶋静志 [ KARASHIMA Seishi 
] and Wille, Klaus

Buddhist Manuscripts from Central Asia: The 
British Library Sanskrit Fragments_ Tokyo: The 
International Research Institute for Advanced 
Buddhology — Soka University, vol. II.1 (Texts), 
pp. 354-356, 391ff.; vol. II.2 (Facsimiles), plates 
218-220, 238

2009

空見考: 『中論頌』と大乗経典との関連について 金沢 豊 印度学仏教学研究 57(2), 147-151 2009
″Kaśyapaparipṛcchāsūtra″ Bhikṣuṇī Vinītā A Unique Collection of Twenty Sūtras in a 

Sanskrit manuscript from the Potala: Editions and 
Translations_. Beijing & Vienna: China Tibetology 
Publishing House, Austrian Academy of 
Sciences, vol. I,1, pp. 143-168

2010

A Large Question in a Small Place: The Transmission of the Ratnakūṭa 
(Kāśyapaparivarta) in Khotan

Martini Giuliana Annual Report of The International Research 
Institute for Advanced Buddhology at Soka 
University 14, 135-183

2011

真言密教における四重禁戒成立の背景について 加藤 純一郎（精純） 豊山教学大会紀要 39, 139-152 2011
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Ratnakūṭa-ṭīkāにおけるMūlamadhyamakakārikāについて 松本 恒爾 大正大学綜合佛教研究所年報 34, 165-190 2012
チベット訳『宝篋経』: 和訳と訳注（１） 五島 清隆 仏教学部論集 97, 29-56 2013
『大乗宝雲経』「宝積品」は『大宝積経』「普明菩薩会」を挿入したものか 伊藤 進傅 叡山学院研究紀要 35, 21-39 2013
Mahāratnakūṭa' Scriptures in Khotan: A quotation from the 
Samantamukhaparivarta in the Book of Zambasta

Dhammadinnā (Giuliana 
MARTINI)

Annual Report of The International Research 
Institute for Advanced Buddhology at Soka 
University 17, 337-347

2014

Who Composed the Mahāyāna Scriptures?: The Mahāsāṃghikas and 
Vaitulya Scriptures

Seishi Karashima Annual Report of The International Research 
Institute for Advanced Buddhology at Soka 
University 18, 113-162

2015

明恵『摧邪輪』の引用経論に関する小考（一） 中御門 敬教 佛教大学法然仏教学研究センター紀要2, 17-25 2016
説法師（dharmabhāṇaka）考 渡辺 章悟 印度学仏教学研究 66(1), 89-95 2017
The Old Tibetan Version of the Kāśyapaparivarta preserved in 
Fragments from Dunhuang (1)

Apple James B. Annual Report of The International Research 
Institute for Advanced Buddhology at Soka 
University 20, 205-230

2017

The Old Tibetan Version of the Kāśyapaparivarta preserved in 
Fragments from Dunhuang (2)

Apple James B. Annual Report of The International Research 
Institute for Advanced Buddhology at Soka 
University 21, 335-357

2018

テキスト祖型のない校訂: 佛敎經典とユダヤ敎ラビ文獻硏究における本文
批評、そして「開かれた文獻學」デジタルヒューマニティーズプロジェクト

シルク ジョナサン著・野武 美彌
子訳

東洋の思想と宗教 37, 22-58 2020

44. 宝梁聚会 ratnarāśi See: Śāntideva's Śikṣāsamuccaya
Ratnarāśi Sūtra Thomas, Frederick WiHiam A.F. Rudolf Hoernle, _Manuscript Remains of 

Buddhist Literature Found in Eastern Turkestan_. 
Oxford: Clarendon Pr., p. 116-121; repr. in part in 
Ksanika Saha, _Buddhism and Buddhist 
Literature in Central Asia_. Calcutta: Firma K.L. 
Mukhopadhyay (1970), p. 91-92

1916

古代インド社会と大乗仏教: vaiyāvṛtyakaraの性格に関連して 紀野 一義 宗教研究 166, 26-27 1961
″The origins and early history of the Mahāratnakuta tradition of 
Mahāyāna Buddhism with a study of the Ratnarāśisūtra and related 
materials″

Silk, Jonathan The University of Michigan, PhD Thesis 1994

『Ratnarāśi sūtra(大宝積経・宝梁聚会)』に見える仏教教団の構成 許 一系 論集 24, 17-31 1997
『仏説十二頭陀経』の成立について 榎本 正明 研究紀要 Bulletin of Kachō Junior College 43, 1-

21
1998

蔵訳『宝聚経』(Ratnarāśi-sūtra)第二章「比丘品」の和訳と研究 蜜波羅 鳳洲 高野山大学論叢 33, 1-32 1998
蔵訳『宝聚経』(Ratnarasi-sutra)第1章「沙門品」の和訳と研究 蜜波羅 鳳洲 高野山大学大学院紀要 (3), 1-56 1999
蔵訳『宝聚経』(Ratnarāśī-sūtra)第四章「営事比丘品」の和訳と研究 蜜波羅 鳳洲 高野山大学論叢 36, 28-71 2001
Chos-smra-ba（説法者）考: 『宝聚経』（Ratnarāśi-sūtra）を中心として 蜜波羅 鳳洲 仏教思想仏教史論集：田賀龍彦博士古稀記念論集 2001
『宝聚経』(Ratnarāśi-sūtra)の梵蔵漢和対照研究: 第三、五、六及び七章 蜜波羅 鳳洲 高野山大学論叢 37, 1-88 2002
執事を説く経典 望月 海慧 仏教学仏教史論集：佐々木孝憲博士古稀記念論集 2002
旃陀羅沙門考: 『性霊集』巻九の所説に関連して 蜜波羅 鳳洲 空海の思想と文化：小野塚幾澄博士古稀記念論文

集
2004

阿蘭若再考: 『大乗集菩薩学論』第11章を中心として 蜜波羅 鳳洲 インド学諸思想とその周延：仏教文化学会十周年北
條賢三博士古稀記念論文集

2004

宝聚経 : 梵蔵漢和対照 Ratnarāśi-sūtra 蜜波羅鳳洲 山喜房佛書林 2004
45. 無尽慧菩薩会 akṣayamati-paripṛcchā (Skt frags quoted in Śāntideva’s Śikṣāsamuccaya)

『金光明経』「最浄地陀羅尼品」と『大宝積経』「無尽慧菩薩会」について ウルジージャルガル 印度学仏教学研究 65(2), 203-208 2017
46. 文殊師利説般若会 saptaśatikā-nāma-prajñāpārami

二界増減論 森田 竜僊 密教研究 7, 1-31 1922
″Saptaṭatikāprajñāpāramitā″ Tucci, Giuseppi MemRAL ser. 5a, vol. 17:115-139 1923
″Saptaśatikā-Prajñāpāramitā: Text and the Hsuan-chwang Chinese 
Version with Notes″

Masuda, Jiryo Wogihara Commem Vol, p. 185-241 1930

鎮西聖光の浄土教学における結帰一行説の成立と構造 香月 乗光 仏教史学論集：塚本博士頌寿記念 305-317 1961
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″Saptaśatikā-prajñāpāramitā-mañjuśrī-parivartāparaparyāya″ Vaidya, Parashuram Laksman Vaidya, Parashuram Laksman, editor. Mahayana-
sutra-saṁgraha, part I. Darbhanga: Mithila 
Institute, 1961 (Buddhist Sanskrit Texts 17), (text 
21), p. 340-351

1961

″The Perfection of Wisdom in 700 Lines″ Conze, Edward The Short Prajñāpāramitā Texts_ London: Luzac 
and Co., p. 79-107 1st part publ. 1967 in Conze, 
TYBS, p. 191-206

1973

善導浄土教と『往生拾因』: その直接・間接の受容と展開 大谷 旭雄 善導大師研究 115-130 1980
伝教大師相承の達摩宗 関口 真大 伝教大師研究別巻 249-264 1980
Mañjuśrīparivartāparaparyāyā Saptaśatikā Prajñāpāramitāの考察 副島 正光 仏教学論集：中村瑞隆博士古稀記念論集, 211-228 1985
梵文「七百頌般若」(文殊師利所説般若経) 増田慈良 インド仏教史論, 大正大学出版部編 1986
原始禅宗の仏教学的考察 玉城 康四郎 宗学研究 31, 233-238 1989
浄土教における超越と内在のダイナミズム: 法然上人の『選択集』を中心と
して

河波 昌 仏教教化研究：水谷幸正先生古稀記念 275-288 1998

初期禅宗文献に見る禅観察の実践 伊吹 敦 禅文化研究所紀要 24, 19-46 1998
律的側面からみた『文殊般若経』: 大乗経典の経・律相即性 印度学仏教学研究 48(2), 92-94 2000
北朝摩崖刻経と経文の簡約化: 選択から結要へ 桐谷 征一 大崎学報 157, 125-166 2001
『七百頌般若経』（Saptaśatikā-prajñāpāramitā）の研究: 特に「一相荘厳三
昧」（ekavyūha samādhi）と「般舟三昧」（pratyutpannabuddha 
saṃmukhāvasthita samādhi）との関連に於いて

林 純教 浄土学仏教学論叢：高橋弘次先生古稀記念論集 
161-181

2004

『安楽集』の有相について 藤丸 智雄 印度学仏教学研究 53(2), 219-223 2005
『大乗起信論』の止観とその素材 禅学研究/仏教の思想と文化の諸相：小林円照博士

古稀記念論
2005

A Critical Edition of Saptaśatikā prajñāpāramitā,x87T 佐藤 堅正 大正大学大学院研究論集 31, 1-20 2007
飛錫の「是心作仏是心是仏」釈 吉水 岳彦 念仏三昧宝王論の研究 / 大正大学綜合仏教研究所

叢書 407-414
2009

An attempt to classify Sanskrit manuscripts of saptaśatikā 
prajñāpāramitā

Sato Kensho 三康文化研究所年報 42, 1-12 2011

『文殊般若』が四種三昧の引証に使われる理由 坂本 廣博 叡山学院研究紀要 (33), 17-34 2011
『文殊問経』の成立と受容 伊藤 進傳 日本仏教学会年報 77, 39-62 2012
僧伽婆羅訳「文殊般若」における問題点 伊藤 進傳 仏法僧論集：福原隆善先生古稀記念論文集 2013
『宝雲経』と『大乗宝雲経』: 扶南仏教を考える一試論 伊藤 進傳 天台学報 55, 13-23 2013
七百頌般若貝葉写本のカラー画像からわかること 佐藤 堅正 綜合仏教研究所年報  (36), 514-51 2014
『楞伽師資記』考: 『楞伽経』と『文殊般若経』の受容を手がかりに 斎藤 智寛 集刊東洋学 111, 1-20 2014
ネパール国立公文書館所蔵七百頌般若梵語写本のカラー画像からわかる
こと

佐藤堅正 大乗仏教と浄土教 : 小澤憲珠名誉教授頌寿記念論
集

2015

カマラシーラ般若心経広註 渡辺 章悟 般若心経註釈集成: インド・チベット編, 51-67 2016
道綽における『華厳経』 里見 奎周 佛教文化学会紀要 2019(28), 47-60 2019
『七百頌般若』Vimalamitra註について 大八木 隆祥 豊山教学大会紀要 (48), 214-193 2020

47. 宝髻菩薩会 ratnacūḍa-paripṛcchā (Skt frags quoted in Śāntideva’s Śikṣāsamuccaya)
″Contemplation of Thought″ Conze, Edward Buddhist Texts Through the Ages. Oxford: Bruno 

Cassirer, sel. 151, p. 162-163
1954

『大乗修行菩薩行門諸経要集』における菩薩道(二) 岡本 嘉之 東洋学研究 27, 59-63 1992
天親造『宝髻経四法憂波提舎』に関して 華房 光寿 印度学仏教学研究 43(2), 201-205 1994
『宝髻経四法憂波提舎』における浄土観管見 華房 光寿 印度学仏教学研究 44(2), 34-38 1996
『宝髻所問経』における四念処観 加藤 純一郎 印度学仏教学研究 48(2), 95-97 2000
チベット訳『維摩経』と《Mahāvyutpatti、翻訳名義大集》 前田 崇 大乗佛教思想の研究：村中祐生先生古稀記念論文

集 103-116
2005

『修習次第』「中篇」の研究（下） 一郷 正道 印度哲学仏教学 21, 57-83 2006
48. 勝鬘夫人会 śrīmālādevī-siṃhanāda (Skt frags quoted in Śāntideva’s Śikṣāsamuccaya) （聖徳太子や注釈を主たる対象とするものは省く？）



Reference for the dKon brtsegs (Ratnakūṭa) Section 

18

Texts title Title authors/ediors/traslators publisher/journals year

勝鬘經 : 漢藏對譯 河口慧海 世界文庫刊行會, 1924
平易に説いた佛遺教經・勝鬘經 河合, 慧道 中央出版社 1929
勝鬘經 / 友松圓諦編 友松, 円諦 ほか 佛典篇（世界大思想全集, 51）、春秋社 1930
維摩經 ; 勝鬘經 菅原法嶺譯註 東方書院 1931
勝鬘一乗に就て 中里 貞隆 新山家学報 新1(3), 1-26, 1931
維摩經・勝鬘經講義 境野, 黄洋 東方書院 1932
如来蔵の二面観に就いて 大橋 戒俊 淨土學 5/6, 651-656 1933
勝鬘經講話 深浦正文 興教書院 1935
勝鬘經概説 常盤大定 東方書院 1935
勝鬘經 加藤咄堂 （仏教聖典を語る叢書, 第5巻）大東出版社 1936
西蔵文聖吉詳鬘天女獅子吼大乗経 龍谷学報 315, 1-20 1936
西蔵譯勝鬘経について 月輪 賢隆 龍谷学報 315, 112-120 1936
攝受正法 : 日本文化と勝鬘經 高神 覺昇 智山学報 1938(12), 19-32 1938
聖德太子憲法十七條と勝鬘經十大受との思想内容に就て 小笠原 秀實 摩訶衍 (18), 22-54, 1938
勝鬘經講讃 佐伯定胤講述 佛教奉仕會 1939
藏・漢・和三譯合璧勝鬘經・寳月童子所問經 寶幢會編 興教書院 1940
勝鬘経の大乗思想 井上 善右衛門 日華仏教研究会年報 5, 17-36 1942
勝鬘經講義 高神覚昇著 八雲書店 1944
如来蔵思想研究序説 成田 貞寛 佛教論叢 2, 64-66 1949
勝鬘経の流伝とその教理史的地位 成田 貞寛 仏教大学学報 (26), 36-40 1950
経典の内容と勝鬘経 深浦 正文 世界仏教 6(2), 38-41 1951
勝鬘経 深浦 正文 世界仏教 6(3), 19-21 1951
勝鬘経 深浦 正文 世界仏教 6(4), 54-56, 1951
勝鬘経 深浦 正文 世界仏教 6(5), 56-58, 1951
如来蔵経典の成立について 香川 孝雄 印度学仏教学研究 4(1), 196-199 1956
仏教の女性観と教育 : 玉耶、勝鬘、法華の三経典を主として 志賀 匡 日本教育学会大會研究発表要項 15(0), 5-6 1956
一乗思想の日本的展開 花山 信勝 仏教の根本真理――仏教における根本真理の歴史

的諸形態, 989-1008
1956

勝鬘経の研究　：　特に如来蔵思想を中心として 香川 孝雄 佛教大學研究紀要 (32), 47-82 1957
尼僧の歩み 中村 秀芳 教化研修 1, 125-131 1957
勝鬘経の梵文断片 宇井 伯寿 名古屋大学文学部研究論集 100(1), 189-210 1958
摂受と相即--太子と凝然の領解における勝鬘経の論理 越智 通敏 倫理学年報 (7), 106-114 1958
仏教における「折伏」について 高田 仁覚 密教文化 43/44, 12-31 1959
勝鬘經 中村瑞隆著 （仏教の聖典）、宝文館 1960
如来蔵思想のシェリング哲学に対照さるべきもの 玉城 康四郎 宗教研究 161, 12-34 1960
起信論に関する一考察 柏木 弘雄 密教文化 52, 55-67 1961
自性清浄心とprakṛti-prabhāsvara 篠田 正成 干潟博士古稀記念論文集 295-312 1964
勝鬘経研究序説: 人間的形成への理論について 橋本 芳契 金沢大学法文学部論集. 哲学史学篇 (11), 31-51 1964
「勝鬘経」の念仏義について 橋本 芳契 眞宗研究 (9) 1964
呉興における「勝鬘經」の研究 佐藤 心岳 印度學佛教學研究 14(1), 148-149 1965
勝鬘経 / 高崎直道訳 中村元編 ; 中村元訳者代表 仏典（世界古典文学全集, 第6-7巻）筑摩書房 1965
勝鬘と韋提希 正木 晴彦 宗教研究 41(1), 55-82, 1967
勝鬘経に現われた菩薩道 渡辺照宏 大乗菩薩道の研究（西義雄編、平楽寺書店） 1968
隋代における「勝鬘經」の流布の實情 佐藤 心岳 印度學佛教學研究 16(2), 806-809 1968
勝鬘経における自覚と信 金治 勇 宗教研究 198, 88-89 1969
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法華経総説 横超 慧日 法華思想 3-318 1969
唐代における「勝鬘經」の流布について 佐藤 心岳 印度學佛教學研究 17(2), 727-730 1969
北朝における「勝鬘経」の伝承 藤枝 晃 東方学報 (40), 325-349 1969
禅とインド仏教 服部 正明 禅の本質と人間の真理 509-524 1969
法華経における「一乗」の意味 平川 彰 法華経の成立と展開：法華経研究 3, 565-60 1970
宝性論の引用経典 市川 良哉 印度学仏教学研究 19(1), 212-216 1970
勝鬘経における宗教的人間論 中村 了権 兵庫女子短期大学論集 4, T.25-36 1970
仏性について（一）: 特に心性本浄説と如来蔵思想について 神谷 正義 佛教論叢15, 160-16 1971
勝鬘経の原典解明を志向して: 宝性論所引の勝鬘経本文に対するダルマ
リンチェンの釈疏

小川 一乗 聖徳太子研究 6, 29-49 1971

『勝鬘経』における煩悩説の成立 香川孝雄 浄土教の思想と文化 : 恵谷先生古稀記念 1972
勝鬘経における善心・不善心について 神谷 正義 印度學佛教學研究 22(1), 360-36 1973
歌と仏教経済 小川 達道 仏教経済研究 5, 3-19 1973
起信論の六染心 常盤 義伸 禅文化研究所紀要 5, 1-19 1973
如来蔵思想の形成 高崎 直道 春秋社 1974
[書評]高崎直道『如来蔵思想の形成』 水野 弘元 駒沢大学仏教学部論集 5, 122-132 1974
The lion's roar of Queen Śrīmālā : a Buddhist scripture on the 
Tathāgatagarbha theory

Alex Wayman and Hideko 
Wayman

Columbia University Press 1974

勝鬘経の如来蔵説 -煩悩との関係から- 鶴見 良道 勝鬘経の如来蔵説 -煩悩との関係から- 1974
吉蔵の経典観と引用論拠 平井 俊栄 東洋文化研究所紀要 65, 183-259 1975
勝鬘経における二種生死義 鶴見 良道 駒沢大学大学院仏教学研究会年報 9, 85-96 1975
高崎直道著「如来蔵思想の形成」——インド大乗仏教思想研究 小川 一乗 佛教学セミナー 21, 55-64 1975
勝鬘経一乗思想の一視点 龍村 龍平 印度學佛教學研究 24(1), 196-199 1975
法然浄土教の内面的理解 水谷 幸正 法然仏教の研究 283-295 1975
心と煩悩 (1)(2)(3) 香川 孝雄 三蔵集：国訳一切経印度撰述部月報 2 1975
勝鬘経の「六識及心法智」解釈:『勝鬘宝窟』を中心として 鶴見 良道 印度學佛教學研究 24(1), 320-323 1975
聖徳太子の四種生死説と潤業の惑 奥田 慈応 仏教研究論集：橋本博士退官記念 453-466 1975
勝鬘経 雲井昭善 （佛典講座, 10）、大蔵出版 1976
雲井昭善著「勝鬘経」 高崎 直道 佛教学セミナー (24), p76-79 1976
頓・漸・不定 古田 和弘 宗教研究 226, 183-184 1976
『勝鬘経』と如来蔵心 七里 恒賢 宗学院論輯 21, 124-161 1976
如来蔵思想の考察 井中 卓良 西山学報 25, 81-86 1976
勝鬘経と勝鬘経義疏と 望月 一憲 仏教思想論集：奥田慈応先生喜寿記念 1976
聖徳太子における国家と救済 守屋 茂 仏教思想論集：奥田慈応先生喜寿記念 1976
中国仏教学界における勝鬘経の定着 横超 慧日 仏教思想論集：奥田慈応先生喜寿記念 1976
中国仏教における勝鬘経の受容と展開 古田 和弘 仏教思想論集：奥田慈応先生喜寿記念 1976
如来蔵思想の形成 高崎 直道 駒沢大学仏教学部論集 7, 14-27 1976
勝鬘経十大受の解釈 水尾 現誠 宗教研究 230, 162-163 1976
勝鬘経一乗思想と法華経薬草喩品の関係について 龍村 龍平 印度學佛教學研究 25(2), 656-657 1977
如来蔵思想と縁起 高崎 直道 仏教思想3 因果、197-226 1978
維摩経・勝鬘経一字索引 東洋哲学研究所編 東洋哲学研究所 1979
慧遠と吉蔵の『勝鬘経』如来蔵説の解釈をめぐつて 藤井 孝雄 印度學佛教學研究 27(2), 610-611 1979
女人成仏思想の考察: 聖徳太子所釈の三経を中心として 龍村 龍平 聖徳太子研究 13, 70-82 1979
智儼の性起説 石井 公成 PHILOSOPHIA 67, 123-151 1979
如来蔵系経典 高崎直道訳 （大乗仏典, 12）中央公論社 1980
仏教と経済 水野 弘元 仏教経済研究 9, 1-6 1980
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一切衆生悉有仏性と本願: 真宗仏性論の再考 騰 瑞夢 龍谷教学 15, 7-21 1980
『釈摩訶衍論』に説かれる十種如来蔵 藤村 隆淳 密教文化 131, 53-65 1980
吉蔵の如来蔵義考 鶴見 良道 印度学仏教学研究 29(1), 318-321 1980

法華玄義成立についての一考察 若杉 見龍 棲神 53, 61-70 1981

涅槃経にとって大乗とはなにか 河村 孝照 棲神 53, 31-42 1981

勝鬘経と社会倫理 水尾 現誠 日本仏教学会年報 (47), p69-77 1981

聖徳太子の「勝鬘経」受容について 武田 賢寿 同朋大学論叢 (44・45), p135-146, 1981

大乗仏教の成立と法華経の関係 平川 彰 法華経の文化と基盤：法華経研究 9, 1982

天台教学における三惑論形成の一考察 三友 健容 法華経の文化と基盤：法華経研究 9, 1982

如来蔵の体系 中村 瑞隆 講座・大乗仏教 6 如来蔵思想 1982

如来蔵と信 水谷 幸正 講座・大乗仏教 6 如来蔵思想 1982

仏性・一闡提 河村孝照 講座・大乗仏教 6 如来蔵思想 1982

三身論の中の理智不二法身説について: 本覚思想の一源流を尋ねて
竹村 牧男 仏教教理の研究：田村芳朗博士還暦記念論集 217-

235
1982

「勝鬘経」の世界--中国如来蔵思想史研究の手がかり 藤井 教公 横浜市立大学論叢 人文科学系列 34(1), p25-49, 1982
聖徳太子の「勝鬘経」受容について-承前- 武田 賢寿 同朋大学論叢 (47), p17-4 1982
「勝鬘経」漢訳訓読 ; 「転法輪経」パーリ原典訳注 曽我部正幸編 （勝鬘経義疏 / 稲津紀三著 ; 聖徳太子撰, 別冊）三

宝出版部
1983

維摩経 小山典勇校注 仏陀・大乗仏教集（中村元編、仏教教育宝典, 1）、玉
川大学出版部

1983

「勝鬘経」の一乗思想について--一乗思想の研究-3- 松本 史朗 駒沢大学仏教学部研究紀要 (41), p416-389 1983
Faith, Wisdom and Practice as Essential Elements of Ekayāna――a 
Prelude to and Investigation of Tathāgatagarbha Though: An 
Exposition based upon the Śrīmālā-devīsiṃhanāda-sūtra and 
Shōmangyo-gisho

Kiyota Minoru 仏教と文化：中川善教先生頌徳記念論集 15-46 1983

無作の仏身について 勝呂 信静 日蓮教団の諸問題：宮崎英修先生古稀記念 1045-
1087

1983

勝鬘経と社会倫理 水尾 現誠 日本仏教学会年報 47, 69-78 1983
密教の学問的性格 平川 彰 弘法大師と現代 53-67 1984
永遠の生命を讃美する宗教 大山 公淳 弘法大師と現代 249-258 1984
自性清浄心・発菩提心・度衆生心・発願心 水谷 幸正 仏教思想 9 心、253-276 1984
中国における『勝鬘経』の研究講説 佐藤 心岳 佛教文化論攷：坪井俊映博士頌寿記念 1984
仏教経済学試論 井上 信一 仏教経済研究 14, 192-237 1985
如来蔵縁起説について: 『大乗起信論』との関係を含めて 竹村 牧男 仏教思想の諸問題：平川彰博士古稀記念論集 229-

245
1985

初期如来蔵系経典と縁起思想 藤田 正浩 仏教思想の諸問題：平川彰博士古稀記念論集 213-
227

1985

『大乗法界無差別論』の菩提心思想 田上 太秀 駒澤大學佛敎學部硏究紀要 44, 418-432 1986
勝鬘経の漢・蔵両訳の比較 釋舎 幸紀 東海仏教 31, 43-59 1986
般若心経・勝鬘経 金岡秀友[講師] . 早島鏡正[講師] （NHKこころをよむ）日本放送出版協会 1986

維摩経物語・勝鬘経物語 仏教説話大系編集委員会著 （仏教説話大系 / 仏教説話大系編集委員会著, 30 . 
大乗仏典抄||ダイジョウ ブッテンショウ ; 3）鈴木出版,

1986

起信論研究の問題点: 実叉難陀訳の性格をめぐって 高崎 直道 印度学仏教学研究35(1) 1-10 1986
悉有仏性・内なるホトケを求めて 高崎 直道 季刊仏教 1, 69-76 1987
浄土教における死の受容と超越: デス・エデュケーションの立場から――そ
の一

田代 俊孝 同朋仏教 23, 21-60 1988

中国北朝期と『涅槃経』 平井 宥慶 中国の仏教と文化：鎌田茂雄博士還暦記念論集 1988
『宝性論』の九喩説について: 修行道という観点から 渡辺 郁子 東洋大学大学院紀要 25, 183-198 1989
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『勝鬘経』の受容 古泉 圓順 論集日本仏教史 1, 199-238 1989
女性の菩薩とそのモデル 杉本 卓洲 宗教研究 280, 115-138 1989
一乗と三乗 斎藤 明 インド仏教3 / 岩波講座東洋思想 46-74 1989
四種四諦の成立過程について 加藤 勉 天台教学の研究：多田厚隆先生頌寿記念 197-210 1990
如来蔵思想とは何か 平川 彰 如来蔵と大乗起信論 1990
『大乗起信論』の素材 高崎直道 如来蔵と大乗起信論 1990
自性清浄心をめぐって 藤田正浩 如来蔵と大乗起信論 1990
大乗＜涅槃経＞におけるアートマン論 幅田 裕美 印度哲学仏教学 5, 173-190 1990
浄影寺慧遠における「依持と縁起」の背景について 織田 顕祐 佛教学セミナー 52, 28-42 1990
松本史朗著『縁起と空――如来蔵思想批判』 金沢 篤 駒沢大学仏教学部論集 21, 432-434 1990
陀羅訳出経典における「如来蔵」の概念 織田 顕祐 宗教研究 287, 180-181 1991
常楽我浄: 仏教におけるアートマン受容の一通 下田 正弘 仏教学 31, 1-23 1991
大乗仏教における「有」の論理 織田 顕祐 佛教学セミナー 56, 14-30 1992
声聞成仏論の一側面: 『勝鬘経』『解深密経』を中心として 中井 本秀 知の邂逅――仏教と科学：塚本啓祥教授還暦記念

論文集 293-305
1993

菩提流支訳出経論における如来蔵の概念 織田 顕祐 印度学仏教学研究 41(2), 32-39 1993
二種の生死について 兵藤 一夫 佛教学セミナー 58, 1-19 1993
『涅槃経』仏性説の背景 生田 亮 大谷大学大学院研究紀要 10, 99-117 1993
法華経の一乗思想: 声聞成仏をめぐって 勝呂 信静 宗教研究 303, 23-46 1995
一乗仏性究竟論における問題点とその検討(二) 浅田 正博 龍谷大学佛教文化研究所紀要 35, 1-26 1996
大乗とは何か 平川 彰 勝呂信静博士古稀記念論文集 3-18 1996
天台智顗と『勝鬘経』 藤井 教公 インド思想と仏教文化：今西順吉教授還暦記念論集 

411-422
1996

Critique of Tathāgatagarbha Thought in Buddhist Philosophy Shiro Matsumoto 駒澤大學佛敎學部硏究紀要 55, 215-232 1997
勝鬘夫人のさとり : 『勝鬘経』を読む 柏木弘雄 （新・興福寺仏教文化講座, 2）春秋社 1997
下田正弘著『涅槃経の研究―大乗経典の研究方法試論』 八力 広喜 印度哲学仏教学 12, 369-370 1997
華厳思想研究の諸問題 石橋 真誡 華厳学論集 101-205( 1998
仏典に現われた女性達 白土 わか 女性と仏教 光華叢書3, 199-257 1998
勝鬘経を読む 柏木弘雄 （NHKシリーズ, NHK宗教の時間||NHK シュウキョウ 

ノ ジカン）日本放送出版協会
1998

『教行信証』になぜ『法華経』が引用されなかったか: 天台教学との関連に
おいて

浅田 正博 真宗研究会紀要 30, 91-115 1998

悉有仏性論 古賀 英彦 禪學研究 76, 21-41 1998
信心によるさとり: 勝鬘経の目指すもの 早島 鏡正 日本佛教文化論叢：北畠典生博士古稀記念論文集 1998
マナスのトリックスター性(II): 意生身の系譜と『楞伽経』 久保田 力 東北芸術工科大学紀要 5. 14-69 1998
法相宗の「一乗方便」説再考 師 茂樹 印度学仏教学研究 47(1), 66-71 1998
勝鬘経・勝鬘経義疏 早島鏡正 世界聖典刊行協会, 1999
『起信論』の如来蔵説と法蔵の如来蔵縁起宗について 織田 顕祐 佛教学セミナー 70, 21-36 1999
『勝鬘経』における大力菩薩の成立 久保田 力 印度學佛教學研究 48(1), 269-274 1999
勝鬘經講記 印順講 ; 演培, 續明記 （妙雲集, 3 ; 上編之3）正聞出版社 2000
如来蔵系経典の宗教倫理構造 鈴木 隆泰 日本仏教学会年報 65, 77-92 2000
大乗起信論における真生二門と如来蔵思想 本多 隆仁 仏教教育・人間の研究：斎藤昭俊教授古稀記念論文

集
2000

宝経『ランカーに入る』の主旨 常盤 義伸 禅文化研究所紀要 25, 1-28 2000
浄影寺慧遠における仏典解釈の方法 木村 清孝 東アジア仏教思想の基礎構造 2001
天台智顗の『法華経』解釈: 如来蔵仏性思想の視点から 藤井 教公 法華経の思想と展開：法華経研究 13, 351-369 2001
世親釈『摂大乗論』管見 下川辺 李由 法華文化研究 27, 47-62 2001
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『宝性論』における＜悟りの構造＞: 正見と増益・損減をめぐって 渡邉 郁子 印度学仏教学研究 49(2), 140-144 2001
『雑阿含経』の訳出と原典の由来 榎本 文雄 仏教文化の基調と展開：石上善応教授古稀記念論

文集
2001

唯識学派における「一乗」の解釈について 吉村 誠 論叢アジアの文化と思想 10, 1-46 2001
『起信論』中国撰述説否定論 織田 顕祐 南都佛教 81, 1-18 2002
中国南朝における『大般涅槃経』受容の一考察 長沢 円 真宗教学研究 24, 83-100 2003
『維摩経』『勝鬘経』 中村元 [著] （現代語訳大乗仏典 / 中村元 [著], 3）東京書籍 2003
The sutra of Queen Śrīmālā of the lion's roar; The Vimalakīrti sutra translated from the Chinese 

(Taishō volume 12, number 
353) by Diana Y. Paul . 
translated from the Chinese 
(Taishō volume 14, number 
475) by John R. McRae

（BDK English Tripiṭaka, 20-I, 26-I）
Numata Center for Buddhist Translation and 
Research

2004

勝鬘経--勝鬘夫人の誓い (特集 初めての<仏典>入門) 菅沼 晃 大法輪 71(1), 117-119 2004
中村瑞隆博士年譜・著述論文目録 大崎学報 160, 2-14 2004
不生不滅考 古坂　 紘一 インド学諸思想とその周延：仏教文化学会十周年北

條賢三博士古稀記念論文集
2004

『勝鬘経』における一乗思想について 猿渡 康土 猿渡 康土 2005
『大乗起信論』における「大乗」と「摩訶衍」 石井 公成 駒沢短期大学仏教論集 12, 1-18 2006
In Search of the Origins of the Five-Gotra System SAKUMA Hidenori 印度學佛教學研究 55(3), 1112-1120 2007
如来の出現と衆生利益を巡る思想史--特に如来蔵系経典に焦点を当てて 鈴木 隆泰 東洋文化研究所紀要 152, 320-285, 2007
存在の把握: 五蘊と界（dhātu、要素） 村上 真完 印度学仏教学研究 56(2), 218-224 2008
凡夫における仏性:利他真実について 加藤 祐幸 印度学仏教学研究 56(2), 40-43 2008
光宅寺法雲と『勝鬘経』 早川 貴司 印度学仏教学研究 57(1), 80-83 2008
如来蔵系の経典における「法身」について--『如来蔵経』・『不増不減経』・
『勝鬘経』を中心として

Srisetthaworakul Suchada 大谷大学大学院研究紀要 (27), 61-96 2010

『宝性論』と『仏性論』：如来蔵の十義における客塵煩悩 末村 正代 宗教研究 363, 355-356 2010
インド仏教の中国的変容 青木 隆・奥野 光賢・吉村 誠 興隆・発展する仏教 / 新アジア仏教史 2010
如来蔵仏教における生と死 相馬 一意 日本仏教学会年報 75, 69-87 2010
The Lineage of dhātu-vāda Matsumoto Shiro インド論理学研究 1, 359-402 2010
中国仏教における仏性解釈の種々相: 道生と法雲を中心に 藤井 教公 印度哲学仏教学 25, 97-113 2010
天台智顗における一乗思想の展開 田村 完爾 印度学仏教学研究 59(2), 1-11 2011
大乗『涅槃経』の思想と『教行信証』 織田 顕祐 現代と親鸞 23, 138-176 2011
『成唯識論』における阿頼耶識の譬喩について 吉村 誠 印度学仏教学研究 60(2), 234-240 2012
日本の仏教教育 岩瀬 真寿美 宗教研究 375. 130-131 2013
仏教の女性観: SGIの視点から 栗原 淑江 東洋学術研究 170, 201-220 2013
言葉遊びと仏教の関係: 『古今和歌集』物名を手がかりとして 石井 公成 駒澤大學佛教學部論集 44 2013
『大乗起信論』の如来蔵思想の再検討:―― 『勝鬘経』・『楞伽経』・『宝性
論』との対比を中心として――

李 子捷 印度學佛教學研究 63(1), 16-19 2014

涅槃経と東アジア世界 藤井 教公 如来蔵と仏性 / シリーズ大乗仏教8 2014
如来蔵と空 松本 史朗 如来蔵と仏性 / シリーズ大乗仏教8 2014
Laṅkāvatāra-sūtra（『楞伽経』）の二種如来蔵説: 敦煌写本P.3751と日本
唯識文献中の佚文を中心として

李 子捷 印度学仏教学研究 62(2), 44-47 2014

如来蔵思想の世界観: 如来蔵三部経を中心に 津田 周 豊山教学大会紀要 42, 269-284 2014
『大乗荘厳経論』第XI章第53-59偈の理解をめぐって: 松本史朗博士の御
論考に対する3つの疑義

上野 隆平 岐阜聖徳学園大学仏教文化研究所紀要 14, 87-120 2014

『四巻楞伽』と『楞伽経』―― 「求那跋陀羅訳」の特徴―― 堀内 俊郎 印度學佛教學研究 63(2), 935-930 2015
記念講演 勝鬘経と親鸞 蓑輪 秀邦 眞宗研究 : 眞宗連合學會研究紀要 59, 255-272 2015
『大乗起信論』の如来蔵思想の再検討 : 真如との関係を中心として 李 子捷 東アジア仏教研究 (13), 47-61 2015
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「因中説果」と「因中有果」の違い: 『起信論』理解の中心点 織田 顕祐 東アジア仏教学術論集 4, 291-318 2016
七種生死説の淵源 楊 玉飛 印度學佛教學研究 65(1), 483-48 2016
如来蔵思想の視座 : 如来蔵思想の存在論的視座の持つ問題点 津田 周阿 豊山教学大会紀要 (44), 173-176 2016
『究竟一乗宝性論』の真如説の一考察: 東アジア仏教における真如理解と
の関連を中心に

李 子捷 仏教学57, 37-62 2016

中国南北朝時代における煩悩論 ―『勝鬘経』の諸注釈書を中心として― 楊 玉飛 仙石山仏教学論集 (8), 162-128 2016
刻経から見た鄴の仏教 : 小南海石窟・北響堂山石窟を中心に 倉本 尚徳 中国考古学 (16), 77-101 2016
空・不空如来蔵の伝承――中国南北朝時代における『勝鬘経』諸注釈書を
中心にして――

楊 玉飛 印度學佛教學研究 66(1), 298-295 2017

『勝鬘経』十受章について　―中国諸注釈書の異同― 楊 玉飛 仙石山仏教学論集 (9), 168-130 2017
大乗仏典のこころ 大乗仏典のこころ 新装版、法藏館 2018
空・不空如来蔵について: 隋唐時代における『勝鬘経』諸注釈書を中心にし
て
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